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鷹⑳轡 が

蘇 す番　籍

1974年 の年次総大会は，キンボール長老が大管長と

なって初めての大会であるが，その4月4日 の地区

代表セミナーにおける話を，大管長の指示により・

家庭でも利用できる形に編集，短縮して掲載する。

大管長

スペ ンサ ー ・W・キ ンボ ール

論h最 も心にあることをひとつお話した

7い と思います.

主は啓示 の中で，予言者 ジョセフ ・ス ミ

スにこう言われました。
しか なんじ むか

「而 して汝 らもし生涯今 の世 の人々に向
ただ

いて悔改めを叫ぶことに力を尽 し，唯一人

の人た りともわれ に導かば，わが御 父の国
よろニ い か

に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如何 ばか りぞ

や。」(教 義 と聖約18115)

も しひとりも改宗者がなかったならば，
な

この教会 は萎 えてっるのまま枯れて しまう

でしょう。 しか し伝道 を行 なう最大の理由

は，世 の人々に福音 を受け入れ る機会を提

供す ることだと思います。聖典 には，福音

を教 えよとの戒めやそれ に伴 う約束，その

召 しや報 いについてたくさん書かれていま

す。私はことさらに戒 めという言葉を使い

ますが，それは， このことが私 たち個人と
のが

して も全体 としても逃れ ることのできない

重要 な指示 と思われ るからです。

考 えてみていただ きたいと思います。主

が十二使徒 をオ リブ山の頂上 に伴 ってこう

言 われた とき，何 を言 お うとされ たので

しようか。

「……あなたがたは……エルサレム，ユ

ダヤ とサマ リヤの全土， さらに地のはて ま

で，わたしの証人となるであろう。」(使 徒

1：8)

これ は，主が天の家に昇って行 かれる前

の地上最後の言葉 でした。

「地のはて」 という言葉はどういう意味

で しょうか。主 はそのときまでに，使徒た
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ちが知 っていた土地をすべてまわっておら

れたのです。ユダヤの民で しょうか。サマ

リヤの人々でしょうか。あるいは近東に住

む幾 多の人々で しょうか。地 のはてはどこ

にあったのでしょう。今 はアメリカとなっ

た所の入々を指 して言われたので しょうか。

「ギリシャ， イタリア，地 中海諸国に住む何

千何万の民，あるいは中部 ヨーロッパの民

を考 えておられたので しょうか。.主は何 と

言われたので しょう。全地のあらゆる生け

る人々，この先，世 に生まれ来 る.すべての

霊たちのことを言われたので しょうか。私

たちは主のその言葉 の意味 を軽視 してはい

なか ったでしょうか。

主が十字架につけ られた後，11人 の使徒

がガリラヤの山上 に集 まっていると，救 い

主が現われてこう言われ ました。

「わたしは
，天 においても地 においても，

いっさいの権威を授けられた。

それゆえに， あなたがたは行 って，すべ

ての国民 を弟子 として，父と子 と聖霊 との

名によって，彼 らにバプテスマを施 し，(「す

べての国民」 と言っておられます)あ なた

がたに命 じておいたいっさいのことを守 る

ように教 えよ。見よ，わたしは世 の終 りま

で， いつ もあ、なたがた と共 にいるので あ

る。」(マ タイ28：18-20)

ここでも 「権威」 という言葉，「命 じる」

という言葉， そして常に助けがあるという

約束 が言われています。

1830年 ， パーレー ・P・ プラッ ト，オ リ

ヴァ ・カウ ドリ， ピーター ・ホイッ トマー，

ザイバ ・ピーター ソンを レーマン人の間に

遣わされたとき，主 は次 のようにつけ加 え

られました。
あ

「われ 自らも共に行 きて彼 らの真 中に在

らん。われは父に彼 らを擁護すれば，何 も

の も彼 らに打ち勝つものなからん。」(教 義

と聖約32：3)

モー セが見た世界を想像 してください。

大きな世界で した。
はて

「モ ー セ こ の 世 と， こ の 世 の 極 と， 創 ら
かつ

るるすべての人の子 らと嘗 て創 られ しすべ

ての人の子 らとを見て……」(モ ーセ1：8)

主 はそのとき，人の住む境界や居住 する

地域 を知 り，すでにこの世界 を所有するこ

とになるその民のことを知 っておられたと，

私は思 います。

み業 と栄光の偉大 さをモーセの心 に刻 み

つけて，主はさらに示現 を示 されました。

「モーセその 目を放 ちてこの世 を見た り。

すなわちこの世 にあるすべての ものを見 た
ちり

り。 彼 の 見 ざ り し も の 塵 一 つ な か り き。 彼

は そ れ を神 の 『み た ま』 に て 見 極 め た る な

り。
げ いさご

・その数 はいと多くして実 に浜 の砂 の
ごと

数 え切れぬ如 く多か り'き。

モーセまた多くの土地 を見たり。 その一
おもて

っ一っは陸 と呼ばれ，その陸の面にはそこ

に住む人タあ りき。」(モ ーセ1：27-29)

予 言者エ ノクも神 の造 られた霊たちを見

たことはご存 じの通 りです。(モーセ6：36

参 照)こ れ らの予言者はおびただしい数 の

霊たちとすべての造 られたものを見ました。

「すべての国」「すべての地」「地のはて」

「あらゆる言語」「あ らゆる民」「すべての

人の子 ら」「全地」「多くの土地」 と主が言

われるとき，主 はその言葉 を注意 して選ば

れたように思います。

これらの言葉 には，確 かに意味が込 めら

れています。

主の羊は，主の周 りにいて毎 日交わるこ

とのできた限 られた人々だけではありませ

ん。全人類 という家族です。全 人類への命
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兄弟姉妹の皆 さん，私 たちは自分 にでき

るすべてのことをしようとしているでしょ

うか。福 音を人々 に教 えるという務 めを喜

んでいるでしょうか。歩みを速 める用意は

できたで しょうか。私 たちの視野 を広 げる

用意は?

忘 れないでください。味方 は神です。神

が私たちの指揮官です。神 が計画 を立て，

命令 を下され ました。何回となく引用 され

る二一ファイの言葉をいつ も覚えていてく

ださい。

「そこで私二一ファイは
，私の父 に 『私

は主が命 じたもうたことを行 って行 う。私

は，主が命 じたもうことには，人がそ れを
もつ

為しとげるために前以てある方法が備えて

あ り，それでなくては，主は何 の命令 も人

に下 したまわないことを承知 しているから

である』と言った。」(1二 一ブァィ3：7)

.こ の聖句を読むと，私はいま だ知 らない

数 多くの国や人々の ことを思 います。

どういうわけか， 自分たちの力の限 りを

尽 くせ ば，主 は扉 を開 く道を見つけてくだ

さると感 じるのです。私 はそれを信 じてい

ます。

「主 にとって不可能 なことがあ りましょ

うか。」サラに男の子が生 まれると聞いて彼

女が笑 った とき，主は こう問われました。

サラが天幕の入 口でそれを聞いた とき，100

歳 の アブラハムも90歳 のサラも子を持 つ年

齢 を過 ぎているのを知 っていたか らです。

サラは子 を生 むことが不可能 でした。彼女
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伝道を行なう最大の理由は，

世の人々に

福音を受け入れる機会を

提供することだと思います。

はそれを知 っていました。私 たちが，多く

の国の扉 を開くことはできないと承知 して

いるのと同 じように。

「主はアブラハムに言われた
， 『なぜサラ

は……笑ったのか。

主に一とうて不可能 なことがあ りましょう

か。来年 の春，定めの時に， わた しはあな

たの所 に帰 ってきます。その ときサラには

男の子が生れているでしょう。』」(創世18：

13-14〉

兄 弟たち，サラは男の子 を生 みました。

国民の父であるアブラハムとの間 に。

「このようにして
， ひとりの死んだと同

様な人か ら，(これは100歳 の 老人であるアブ

ラハムのことです)天 の星 のように，海べ

の数 えがたい砂 のように， おびただしい人

が生れてきたのである。」(ヘ ブル11：12)

主 にとって不可能なことがありましょう

かσ

主はエレミヤにも言っておられます。

「見よ，わたしは主である，すべて命 あ

る者 の神である。わたしにできない事 があ

ろうか。」(エ レミヤ32：27)

主 が命 じられるならば，確 かにそれはで

きます。

エ ジプ ト脱出の とき，と七 も渡ることの

できない紅海をイスラエルの民が渡 ったこ

とを、思い出します。

4

クロス王 は川の流れ を変 え，難攻不落の

バ ビロンの町を落 としました。

約束の地へ着 いた リーハイの民。

独立戦争 と，勝利を得 しめた神の力。

主は， こうと決 められればどんなことで

もおできになると信 じます。

しかし，私たちに入 る用意のない扉 を主

が開かれるとは考 えられ ません。

現在，教会 には2万6千 人の宣教師がい

ます。 もっと大勢 の宣教師を送ることがで

きると思 うのです。ずっと多くを。 もっと

大勢の若人 と， さらに多くの円熟した夫婦

の宣教 師が必要です。

よ り多くの宣教 師を求 めるとともに，世

界中のすべての支部 とワー ド部で， もっと

早 くから始めて，宣教 師を訓練 していただ

きたいと思 います。 また， これはもうひと

つのチャレンジですが，伝道に出ることが

大 きな特権であって，体 も心も霊 も健康 で

なければならないこと，「主 はいささかも罪

を見逃 したまわ ない」(ア ルマ451r16)こ と

を若人たちは知 って ください。

家族 と教会の組織 を通 じて周到な訓練を

受け， そして大 きな望 みを抱いて伝道 にい

で立つ宣教師を求め ます。 ずっと早 くから，

もっと長い期間， よりよい訓練 をして，将

来 の宣教師 が 自分 の伝 道 を大 きな喜 び を

もって待ち望む ようであってほしいと願 い

ます。

ふさわしい若人は皆伝道に出 るべ きです

か，、という質問がよくあります。主はそれ

に答 えてお られ ます。「はい」という返事で

す。、ζ・さわ しい若人 は皆伝道 に出るべきで

す。

また， だれもが什分 の一 を納めるべ きで

す。皆安息 日を守るべきです。皆出席すべ

き集会には出席すべきです。皆神殿で結婚



し，子供たちを正 しくしつけ，ほかに様々

な立派な働 きをなすべきです。それは当然

するべきことです。

ふさわ しい男性 は明らかに皆伝道に出る

べ きですが，全員 に外国で福音を教える用

意があるわけではあ りません。こう申しま

しょう。 すべての資格ある立派な男性 は，

この十字架 をになうべ きです。 キ リス トと，

十字架につけ られたその主 について教 える

軍勢 は，一体 どのようでしょうか。 そうで
た

す。普通 には自分 で貯めた資金 と，例外 な

く奉仕に輝 く心を持つ備 えのできた人々で

す。

主は言 っておられ ます。

「また
，人 ことごとく(こ とごとくと言

われているのに気づ きましたか)そ の手 に
まと

正義 を取 り腰 に忠信を纏 いて，世 に住 める
いまし

人々に警めの声を挙 げ，言葉 と逃 げ走るこ
ふた

とと両つなが らによりて悪人の上 に荒廃の

おそい来るを宣べんことを欲す。」(教 義 と

聖約63：37)

再 び繰 り返 したいと思 います。私 たちの

主たる目標は天父の目標 と同 じです。あ ら

ゆる人に，その人の永遠 の生命への扉を開

く福音を伝えることです。私 たちの目的は

権力や支配を求めるのではなく，まったく

霊的なものです。 またこの福音に対 してそ

の境 を開 く国家や国民には，信 じがたい祝

福が もたらされるで しょう。

私 たちが自分 にで きるすべてのことを行

ない， また私がこの責任に自分 の分 を負 う

たな らば，主は必ずやほかの新 しいことを，

私たちの手 に握 らせてくださいます。主は

王や元首 や皇帝 の心 を変 え，あるいは川の

流れを変 え，海 を分 け，道 を見つけて人の

心を動かされるで しょう。門を開けて，'改

宗を可能 にされ るでしょう。そのことにつ
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いて，私 は大 きな信仰を持っています。

さて，私 たちは主から1主 にせよと命 じ

られた業を悪魔 は決 してくつがえすこどが

で きないという約束を受けています。

「この王国は拡大 し
，成長 し，いよいよ

広が り，繁栄 し続けるであろう。 その敵 が

打倒 を企 てるたびごとに， さらに広大，強

力 となり，減少 ならぬ増大 を続 け， ますま

す伸 び， いっそうすばらしく，諸国の耳 目

を集 め，やがて全地 を満たすのである。」(ブ

リガム ・ヤング，1852年4月 総大会)

1842年3月1日 に書 かれ た，ウェン ト

ワース書簡の中の予言者 ジョセフ ・スミス

の声明はご存 じのことと思います。(「教会

歴史」4：536を 参 照〉予言者 ジョセフは

前途を望 み，国内の敵意 に根 ざす多くの問
さい ぎ

題や猜疑，暴動，戦争の不安 を見たに違い

ありません。彼はそれらすべての起 こるこ

とを知 りつつ， それでも確信 を持 って大胆

に述べ ました。

「いかなる汚れた手 もこの業 の進展を止
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E

めることはできない。迫害 は荒れ狂 い，暴
ひ ぽう

徒 は結束 し，軍兵は群れ集 まり，誹諺 は飛
き

びかうとも，神 の真理 は雄々 しく気高 く毅
ぜん

然 としていで進み，かくしてあらゆる大陸

を貫き， あらゆる土地を訪れ，あらゆる国

を過 ぎ， あらゆる耳 に聞こえ，やがて神 の

目的は成就を見，大 いなるエホバは 『この

業，成れ り』と言われるのである。」

私たちの前にある業の広大さは，50億 に

達 しようという世界人口を考えるどきに，

改めて実感されます。

私 はそれが造作 もなく， ひと晩で実現で

きるとは全 く考えませんが，前進 できる，

今 よりもはるかに速 く発展できる という信

仰があります。

以前に日本 と韓国を訪問 したとき，私 は

大勢の立派な若人が教会に加 わ り，組織の

指導者となっているのを見て，外国に喜ん

で赴こうという用意ので きた強い人々が地

域 に大勢生まれる大 きな動きを見た思いが

しました。それからメキシコに滞在 して，ま

たも，大勢のメキ シコ人青年 や中南米出身

のラテン系青年が 自国で伝道の業に仕 える

資格を備え，やがてこの主の宣教師の軍勢

が，水が底知れぬ深みをおおうように地を

おおうであろうことを心に描 いたのでした。

私 はチャレンジと言いました。方法はあ

ると信 じます。 もし私 たちがひとつの精神，

ひとつの心， ひとつの 目的に一致 したなら

ば，大 きな勢いをもって前進 できると思う

のです。

私たちは，デ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管

長が示された理想 に近づ くことがで きます。

「すべての教会員 は宣教師である。」これは

霊感による言葉です。

この話 は目新 しくはないこと，以前から

言われてきた事柄 であることを承知 してい

6
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ますが，私たちが武器をになうべき時は来

たと思います。再び視野を変え， 目標を掲

げなければならない と思うのです。

大いなる責任 に向かうとき，私たちの上

に主の祝福 が注がれ ますように。

ホ ームティー チ ャー へ の 提 案

強調点 ：ホームティーチングのときに，以

下の点を話 し合 うとよいでしょう。

1。 伝道を行なう最大の理由は，天父の子

供 たちに福音 を受 け入れ る機会 を提供

することにある。

2.

3。

主は，誠実に主の教 えを人々に伝 える

人たちを絶えず支えて くださると約束

された。私たちは恐れる必要がない。

まだ福音の教えに触 れていない国がた

くさんある。主に福音 を教 える扉 を開

けていただくために，私たちには多く

のことができる。

4.良 い伝道の準備ができるように子供た

ちをどのように導 くべ きか，両親は祈

りをもって考 えることが必要 である。

5.前 途 に横 たわる伝道 の業 は途方 もなく

大 きいように見えても，信仰を持 って

進めば奇跡は起 きる。

話 し合いを進めるために

1.

2.

伝 道 活動 について 自分 の気持 ちや経験

を話す。家族 にも話 してもらう。

家族で朗読 した り話 し合 った りすると

良いと思われる聖句や引用文 がこの記

事の中にないだろうか。

3.訪 問の前に家長と打ち合わせ た方が，

良い話 し合 いができるのではないだろ

うか。伝道の責任 について，定員会指

導者や監督から家長 にあて られたメッ

セージはないだろうか。



粛 《曇砂漸 聲
'

アブラハム・キンボール

記者注 ：アブラハム ・キンボール(こ の神権時

代最籾の使徒のひとりであるヒーバー'C・ キ

ンボールの息子)は 父と離れ，教会に反対する

親戚のもとで育てられました。彼は1862年 に，

父親がブリがム ・ヤング大管長の副管長として

仕えているソルトレーク ・シティーへ旅し，そ

こで家族とその信仰を受け入れ愛することとな

りました。以下の話は，教会記録保管庫に保存

されているアブラパム ・キンボール自身の手記

によります。

嚇c9静

私
たちがフォー トホールロー ド(ア イ

ダホ州)に 着いたとき，いくつかの

幌馬車隊がインディアンに襲撃 されたとい

う知 らせが，一緒 にカ リフォル ニアヘ向

かっていたジェイムズ ・スパイサーという

男に届いた。彼は計画を変更してユタを通

ることに決めた。

「おれは勇敢 に死んでやるぞ。」自然 と自

分 はモルモ ン教徒 に殺 されるか， もっと悪
あ

い目に遭 うと思 った私は，彼 にそう言った.

このときまで，仲間たちは私 の親のことを

だれ も知 らなかった。スパイサーには話 し

た方 がいいと， その とき思 った。

「おれの父親 がユタにいるんだ。」

「だれだい
。」

「よくわからん。」私 はそう答えた。事実

その通 りだった。 だれかわからないが，面

倒が起 きることはわかっていた。

「やつ らはおれを捕 らえようとするだろ

うな。」

「だが
， フォー トホールロー ドは危険だ

よ。 まず無理 だ。ユタを通ることにする。」

スパイサー は笑って言 った。「大丈夫だ

よ。」彼は自分 の幌馬車に乗 り込み，ユタヘ

の道 に向け，北へ牛 たちのくつわを回 して

出発 した。

悪夢だった。 ひとりで引き返 すには遠す

ぎた。一生で一番恐れていた ことが現実 に

なろうとしていた。私 はモルモン教徒に対

する極度 の偏見 と激 しい憎悪の中で育てら

れ，私にとってモルモンという名 は，醜 く

恐ろしい怪物 と同義語 だった。彼 らにつか

まる夢を何回 も見，昼 は昼で，獣のように
おり

濫に天れ られた捕 らわれの身 を想像 するの

だった。

私 はそれまでモルモン教徒 を見たことが

なく，父のことも覚 えて いなかった。彼 ら

聖徒 の道/1984年9月 号 13
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について知 っていたことは，祖父や祖父の

家族から教 えられたことだけだった。父は

私がほんの1歳 の ときに，ふた りの妻(私

の母のクラリサとその姉妹のエ ミリ」)と

兄 のアイザック と私 を祖 父 の アル フィア

ス・カ トラーのもとに残 して，ゴタヘ向かっ

たのだ。その一陣に加わった女性 はわずか

3人 だった。ほとんどの妻が，信頼 を置 く

親戚や友人の所 に身を寄 せ，その後数年の

間に遅れてユタヘ到着 している。

2年 後に私 の母は死 に，数カ月して叔母

も亡 くなった。祖父はアイオワ州 マンタイ

に引 っ越 し，そこに自分 の教会 を建てた。

彼は自ら指導者を名 の り，教会を 「真正末

日聖徒教会」 と呼んだ。

祖父 は一夫 多妻 と什分 の一 を廃 止 し，

ジョセフ ・ス ミスは神の真 の予 言者だった

がブ リガム ・ヤングは後継者ではない と信

者たちに教 えた。 また， 自分 は末 日の業 を

遂行する権威 を持 った真実の指導者である

と主張 した。

兄のアィザックと私 は祖父 の家族か ら冷

たい仕打 ちを受け，一夫 多妻 の家 の出 との

の しられていじめられた。少 しで も気に入

らないことがあると，モルモン教徒 にすぐ

つかまるぞ， ユタヘ送 るぞとおどされた。

森に遅 くまでいるとモルモ ン教徒 にさらわ

れると教 えられた。ベ リーを摘んでいると
やぶ

きに，藪の中でがさがさ音が して驚 いたこ

とが一度 ならず海って，私たちはかごを放

り投 げ，，おびえたカモ シカのように，後 ろ

も振 り返 らず一 目散 に家 まで逃 げ帰 るの

だった9

1862年 の春 に，私はアイオワ州 ハンバー

グに行かされ，1週 間叔父のエ ドウィン ・

14

カ トラーの所 に滞在 レた。その ときに叔父

から一緒にカ リフォルニアヘ行 く気はない

かと聞かれ，行 きたいと返事 した。

旅 をして，プラッ ト川のほとりのコロラ

ド州 ジュルスバーグの町 を過 ぎた。ある朝，

いつ もより少 し寝す ごして， 日が昇 ってし

まったことがあった。叔父は私を揺 り起 こ

し，世話 をするためにお前を連れて来たの

ではない，おれの世話をさせるのに連れて

来 たのだと言 った。叔父 は私 を下男 に使 え

ると言って喜 んでいた。

その数 日後，叔父が私 をどこへ連れて行

くつもりか知 っているかと，叔母 から尋 ね

られた。

「カ リフォルニアさ
。 ほかのどこだって

言うの。」私は答 えた。

「ユタのお父 さんの所へ連 れて行 くんだ

よ。」叔母 が言った。

私はできるだけ早 く叔父のそばから逃 げ

出そうと決心 した。 ワイオ ミング州 のララ

ミーに着 いたとき，後から隊に加 わ，ってい

たジェイムズ ・スパイサーが， 自分 の幌馬1

車 から私 を手招 きして呼 んだ。

「ユタには行 きたくないんだろ
。」

私 はそうだと答 えた。彼 はユタの外 をま

わるフォー トホールロー ドを行 くつも りで

いた。叔父が毎 日私 をこき使 って いるのを

見ていて，私 がもし行 きたいなら一緒 に連

れて行ってもよいという話だ った。

2日 して，叔父が私の所へ来て言った。

「エイブ(ア ブラハムの略称) ， 牛たちをま
た

とめろ。 きょうの昼過 ぎに発 つ隊があるん

で，一緒に行 くからな。」私 は， この先 はも

うついて行 く気 はない，スパイサーと一緒

にカ リフォルニアヘ行 くと，叔父 に話 した。
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叔父 は， スパイサーと行 くのを何 として

も思いとどめさせ ることはで きないと知る

と，モルモン教徒 に会 うごとに，ヒーバー・

C・ キンボールの極道息子が後から来 ると

言 い、言・らしてやるぞと言った。 ヒーバー ・

C・ キンボールはモルモン教徒 の指導者 と

聞 いていたので， ユタヘ行 くのはなおさら

怖かったのだ。

さて，私 はユタに向かっていた。後戻 り

は不可能だった。運命 の日も近い。

ワイオ ミング州 のグ リー ンリバー ・フェ

リーで もっと大 きな問題 が起 きた。ル イ

ス ・ロビンソン とい うモルモ ン教徒 に出

会 ったのだが，私 の話を聞いた彼が， ソル

トレーク ・シティーに到着 したら父に面会

するつ もりかと私 に聞いたのだ。

「で きれば会わないつもりです
。」

「あなたのお父 さんは立派なお人だ。会

われたら大喜 びされる。私 は朝 に馬で ソル

トレーク ・シティーへ発 つので，着いた ら

あなたが来 ることをお父 さん に知 らせよ

う。」

ユタ州パーレーズ ・1パークヘ着 くまでは，

それ以上モルモン教徒 に会 わなかった。だ

がそこで，パー レーズ ・パークにウィリア

ム ・H・ キ ンボールが住んでいることを知

り，彼 は私 の異母兄弟 だと聞かされた。

私は絶対 の窮地へ近 づきつっあった。 こ
きも

うなっては平静を装 って肝をすえて，最悪

の事 態 に備 えよう と決心 した。困難 には

真 っ向から、璽つかる方がよし∫と思ったので，

その異母兄弟の家 を訪 ねることにした。私

は回転式連発銃を腰 につけ， ひとかみ分 の

かみタバコを持ち， これが今生の別れ と信

じ，皆にさよならを告 げた。

聖徒 の道/1984年9月 号
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ヒー バ ー ・C・キ ンボ ー ル

ウィリアムは，叔父か ら人相 などを聞い

ていて，すぐに見分 けがついた。
「やあ
，エイブ。 どこから来 たのかね。」

彼 は私 と会 えたのがよほどうれ しい様子で，

家 に寄 ってくれ と誘った。私はわなではな

いかと疑 った。いつで も撃 てるように，手

をけん銃か らいっときも離さずにいた。そ

の家で， ウィリアムは自分 の家族 と私 のも

うふた りの兄弟， チャール ズとソロモンを

紹介 してくれた。夕食をごちそうになった

が， それはここ何カ月 もお目にかかってい

ない上等の食事 だった。パー レーズ ・パー

クの親類 から，私は好印象 を受 けた。ただ，

たて続けの質問責めだけは，拷問に近いほ

どの苦痛だった。・

ソル トレーク ・シティーまでは後2日 で，
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父との再会

その夜はエ ミグレー ション ・スクウェアで

キャンプを張 った。親戚から良い印象を受

けたにもかかわ らず，私 はまだモルモ ン教

徒を恐れていた。翌朝には彼 らの手 に落 ち

ることを予想 し，捕虜になってせっかんさ

れ る子供時代 の恐怖がそっくりよみがえっ

てきた。長い夜だった。

正午頃，スパイサーがどうするつもりか
おや じ

と私に聞いた。「親父さんは，お前が聞いて

るような人間じゃないと思 うぜ。」スパイ

サーが言 った。「家族 ってのはいいもんだ。」

彼 は名残 り惜 し気だった。私 たちは意気投

合 していい友達 になっていた。「冬 はフォー

トフロイ ドにいるよ。 もし来 ることがあっ

た ら，いや， カリフォルニアで会 うことに

なって も，いつだって大歓迎 だぜ。」

私 たちは互 いに別れを交わし， ふた りと

も涙を流 した。私 はスパ イサーの隊が道 を

遠ざかっていくのをひとりで見送 り，広場

に立ち尽 くしていた。

父に会 わなくともよいから，その代わ り

に絞首台に上 がれと言われた ら，いさぎよ

く上がっただろう。私はだれ とも話 をする

気 になれなかったので，歩道 を歩かず道路

の真ん中を行 った。私はまだ， それがわな

だと思 い込んでいた。

シティー ・ク リークを渡 り，1軒 の家の

所 で止 まうて道 を尋ねた。父はこの辺 に住

んでいると見当をつけていたので，父の代

わ りに異母兄弟のチャールズ ・キンボール

に会 うことにした。玄関に出たのはチャー

ルズの妻だった。夫はここからそう遠 くな

い父の家畜小屋にいるという。

庭 を横切っていく私 を，窓 や戸 口か ら人

人が見ていた。多少おかしな格好 だったの

16
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いつちようら

だろう。着 ていた服 は私 の一 張羅 だった

が，着古 しだった。ヒッコ リー色のシャツに

20セ ンチも短 いズ ックのズボン，靴下 もつ

けずに靴 をはき，つば広帽をかぶっていた。

チャールズは馬を馬車 につないでいると

ころだった。彼 は私 を見 てびっくりした。

「エイブ， ちょうどあんたを捜 しに行 く

ところだった。馬を戻 してか ら，親父の所

へ案 内するよ。」

そのとき私 は，いっそ大地が裂けて自分

を飲 み込んで くれたらと思 った。その家に

近づいていくと，ひと りの男がいて， それ

が父だとわかった。私 は父を非常 に恐れて

いた。

「父 さん
，、冒、子だよ。」チャールズが言った。

父は身の丈1メ ー トル85セ ンチで，鋭 い

刺すような 目をしていた。私の心 を見通す

ような目だった。彼は父親 らしいやさしい

声で話 しかけ，私 を抱こうとしたが，私 は

それを拒んだ。父は私 に会えてうれしいと

言い，父親のことがわかるかと聞いた。

私 は知 らないし， どうでもいいことだと

答 え，なるたけ早 く解放 されたいと思 った。

父はもし行 きたいなら行 って もいいが と断

わ ったうえで，私 を家 に招 いた。何 も言わ

ずにしばらく私 を見つめていた父は，沈黙

を破 って私 に聞いた。

「いい服 は持 っているかい。」

その冬を私は父の家族 と過 ごし，学校 に

も行 った。彼 らの示す愛に，身にしみつい

たモルモ ン教徒 に対 する偏見や憎悪は薄れ

始めていた。冬も深 くなった頃，父はバプ

テスマを受 けることは考えてい参いかと私

に尋ねた。わか らないと答えると，好 きな 一

ようにしていいが， もし福音 を信 じている
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な らバプテスマを受 けてほしいと言った。

父の話で は，母 とエ ミリー叔母 を残 して

出かける前 に，兄のアイザックと私に祝福

を与 えた。私 の頭 に手 を置 いたときに，私

がいつか山間のこの盆地へやって来て，そ

の後 アイザックを連 れて戻 ることを予言 し

たという。父は，春 になったら帰 って，兄

のアイザ ックを連れて来てほしいと言 った。

バプ テスマのことはそれから数 カ月間話

題に上 らなかったが， あるとき，バプテス

マについて考えたことはないか とまた聞か

れた。私 は福 音や教会の温 かさに心を溶か

されるのを感 じて いた己それが正 しいとわ

かった。私 は父に，バプテスマを受けたい

と返事 をした。

私 たちはシテ ィー ・クリークに向かった。

水 は冷 たく，表面が凍 っていたが，気 には

ならなかった。バプテスマが終わると，父

は私 に按手礼を施 し， アイザックを連れ帰

る召 しに私 を任命 した。

1863年5月 に私が もとの家 に戻 ると，祖

父母や兄弟，友人たちが喜 んで私 を迎 えた。

帰宅から数 日して，祖母 とほとんどの家族

が朝から友人の家へ出かけて行 った。祖父

は病気のため家に残 ったのだが，私 は留守

の間そばにいてほしいと頼 まれた。

ふた りきりになると，祖父 はユタまでの

旅 にづいて私 に質問 し始めたる 父に会 った

かと尋ねるので，会 ったと答 えた。 それは

よかったと言い，バプテスマは受 けたかと

聞 くので，私 は受 けたと返事 をした。驚い

たことに，祖父は受けてよかったと言 って

くれた。

「私 はお前 に
，.モルモン教徒や父親に対

する偏見を植 えつけてきた。」祖父は目を閉

じながら言吾った。

「今 はな
， その偏見を取 り除 くのが私の

責任だと感 じるのだ。私 はヒーバー ・C・

キンボールがお前 の父親だ と知 っていた。

いいやつだった。 だが，お前 には知 ってほ

しくないと思 った。お前 とアイザックには，

私の生 きている間は私 の手伝 いをして もら

いたかった。年を取 って病気 になるのはつ

らいものだ。お前 はもう父親 に会 ってきた。

それでいいのだ。私が悪か った。

ジョセフ ・ス ミスは神の予言者だった。

ブ リガム ・ヤングは正統の後継者だ。ずっ

と前からわかっていた ことだ。良くないの

は， 自分が先頭に立 ちたくて，人について

いくことができなかったことだよ。私 は自

分の道 を走って 自分の最期 に到着 した。何

を受けねばならぬのか，承知 しているつも

りだよ。」

祖父は再 び目を閉じ，せ き払 いをした。

「アイザ ックを連れて父 さんの所へ行 き

な。それが良いことだ。この福音に，モル

モニズムに， しっか り従 っていくのだぞ。

決 して，決 して離れるでない。 お前 を神の

王国 に救 い，昇栄させてくれるのだ。」

祖父はそのとき，子供 のように泣いてい

た。

父親について真実 を知 らされたアイザッ

クは，ためらいなく一緒にユタヘ向か った5

祖 父の話 を聞いてからほんの数 日後の こと

だった。 ソル トレーク ・シティーに着 くと，

父は私 たちを見て実 にうれしげだった。私

たちは喜 んで家 に迎 えられ，それ までの人

生 で味わったことのない愛 と居心地の良さ

を感 じ，満 足 して そこに落 ち着 くことと

なった。
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イ
エス ・キリス トの教会 に生涯 を捧 げ

ていらっしゃる教会員 の皆様が，世

の中には私たちがク リスチャンであること

を知 らない人々のいることを知 ったら，さ

ぞ驚かれることで しょう。「モルモン」とい

う呼 び名 と 「末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会」とを決 して結びつけようとしない人々

がいるのです。合衆国 には現在 もなお，私

たち末 日聖徒 はキリス ト教 の一派ではない

と言って人々を惑わ し， 自分で もそう信 じ

て いる人々がいます。

私 たちは常に，「自らの良心 に従 い，全能

なる神 を礼拝する特権 ありと主張す。 また，

われ うは， すべての人 .々にこの特権を許 し，
い ず こ い カユよう

何所な りとも，如何様 なりとも， または何

な りともこれを礼拝 することを妨げず」(信

仰箇条第11条 〉と言ってきました。私たち

は人がその神 を礼拝 するときこそ最善の状

態であると信 じでいます。 どのようなもの

を聖 として信 じようがその権利を尊重 し，

かつ私たちも同様の礼儀を求めるものです。

このことから，次の声明は論争のために出

されたのではなく，私 たちがクリスチャン

であると自認 し， また他認されるに足 る根

拠 を簡潔に述べたものです。

1.キ リス ト教 の神 と神会 を礼拝 してい

るので，私 たちはクリスチャンです。「われ

らは，永遠の父なる神 と，その御子イエス・

キ リス トと聖霊 とを信 ず。」 〈信仰箇条第1

条)私 たちはほかになにものをも神 として

いません。(出 エジプ ト20Pl3r参 照)私 たち

は古代現代を問わず，予言者や聖 人たぢを

礼拝 しません。救い主がこの地上にお られ

た間に教 えられたように'(マ タイ6：9-

13参 照)，救い主の名前 によって御父のみに

祈 りを捧 げます。聖典にある通 り，イエス・

キ リス トを除いて神 と人間との仲保者はな

く，「イエス・キ リス トのほかに，人間 に救

いを与 えることので きる名 は断 じて天下 に

ないこと」(II二 一 ファイ25：20)を 教 えて

います。

2.古 代 のキ リス ト教徒 と同 じように，

刻んだ像 もいかなる偶像 も礼拝 しないので，

私 たちは クリスチャンです。(出 エ ジプ ト

20：4-6参 照)真 の生 ける神 を礼拝 する

のに， メダルを作 った り，古代の遺物 や聖

像，果 ては十字架 や人が造 ったものを使 う

ことは適当でないと考えています。 もちろ

ん公園や建物 に像 を飾 ったり，救い主やそ

のほかの絵や写真を公の場 に展示するこ、と

はあ ります。 しが し人の手 になるこれらの

物 に，必要以上 に宗教的な価値 を認めるこ
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とはありません。

3.古 代のキ リス ト教徒 と同様 「主 の名

をみだ りに唱え」ないので，私 たちはク リ

スチャンです。(出 エジプ ト20：7参 照)ま

た神 についてのいかなる言葉 も誤 って使 う

ことを認め ません。人間関係 においては，.

主 の勧告 にある通 り 「いっさい誓ってはな

らない」という教 えを守 っています。(マ タ

イ5：34-37参 照)日 常生活の中で，神聖

な名前 を使 ってみだ りに誓 いを立て ません。

む しろ私たちは率直で正直 な人間関係 を築

いています。キ リス トに従 う人々は，低俗

で汚れた言葉 を避 け，神 に関する表現 もふ

さわしい場所以外で は避 けるべ きであると

思 っています。

4.キ リス ト教 の 「安息 日を聖 とし」て

いるので，私 たちはクリスチャンです。(出

エジプ ト20：8-11参 照)し かも教会 にい

る問だけではなく，終 日を聖 とするように

、努めています。主の聖 日を汚す ものは， ス

ポーツ，各種の催 し，狩猟 やつ り，仕事，

諸々の活動など， いずれ にして も反対の立

場をとります。私 たちにとって日曜 日は礼

拝の 日，安息の日，学びの日であ り，-病人

を訪ねるのによい時です。 日曜以外 の日に

済ましておくべきことはすべ きで はないし，

ましてや商品売買，商談， そのほか一切の

商取引きをす る日であってはな りません。

5.キ リス ト教の通 りに 「父 と母を敬」

い，祖父母やあ らゆる時代の人々を敬って

いるので，私たちはク リスチャンです。(出

エジプ ト20：12参 照)私 たちは，子供たち

の心をその両親(お よび先祖)に ，両親の

心 をその子供 たちに向けさせるように努 め

ています。(マ ラ、キ4：6参 照)あ らゆる時

代の人々を永遠 の愛の絆で結ぶためです。

また，神殿で永遠の結婚 をすることを目標
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に しています。神殿の儀式はキリス トを中

心 としたものです。キ リス トを起源 とする

プログラムは，家庭や家族， さらに個 人を

強めるものであり，家庭 や家族 をサタンの

力から守 るよう努力 しています。堕胎や同

性愛，乱婚，飲酒，麻薬，暴力，不 当な離

婚 など家庭や家族を破壊 するものに，私た

ちは反対 します。実 に末 日の予言者デビッ

ド・0・ マッケイは教 えています。「いかな

る成功 も家庭での失敗 を償 うことはできな

い。」(「女性，誉れある地位」よ り)

6.ユ ダヤ人のキ リス ト教徒 に与 えられ

た戒め「あなたは殺 してはならない」(出 エ

ジプ ト20：13〉 と， キリス トによって与え

られたより高い律法 「兄弟 に対 して怒 る者

は，……裁判を受けねばならない」(マ タイ

5122)の 両 方を守っているので，私 たち

はクリスチャンです。 キリス トは怒 りや争

いや不和を嫌われ，次 のように勧告 してい

ます。「敵を愛 し，のろう者 を祝福 し，憎 む

者 に善 をな し，さげすむ者，迫害する者 の

ために祈れ。 こうして，天 にいますあなた

がたの父 の子 となるためである。」(欽 定訳

マタイ5144r45)私 た ちはキ リス トの こ

の教 えに従 いたいと切望 しています。

私 たちが自殺 に反対 した り，母体 に死や
ごうかん

，何 らかの危険が伴 う場合，あるいは強姦や

近親相姦 といったまれな場合 を除いては堕

胎 に反対するのは， この戒めを尊重 してい

るからなのです。 また麻薬， アル コール，

さらに心 身共 に破壊する覚せい剤を使 って

起 こるいわゆる 「ゆるやかな死」 を認める

こξができないの も， この戒めを大切 にし

ているからです。

7.ユ ダヤ人のキ リス ト教徒 に与え られ
かんいん

た戒めである 「あなたは姦淫 してはな らな

い」 と，キ リス トによるより高い律法 「だ



癖瀞轟離嚢癖癖離嚢嚢癖灘癖癖轟癖

神の栄光は光明ど真理どあり，

のかなる程度～あれ

嘘伯偽 りのある人は

神のもどに来る乙どはτぎません。

癖癖癖癖嚢嚢嚢轟癖轟嚢癖癖癖癖癖

れでも，情欲をいだいて女(異 性)を 見る

者は，心 の中ですでに姦淫 をしたのである」

(マタイ5：28)の 両 方に従 うよう努力 し

ているので，私 たちはクリスチャンです。

ク リスチ ャンは思 い を制 し，ポル ノグ ラ

フィ」をはじめ不道徳で品性 を汚す いかな

るものにもふけることがないと考 えていま

す。婚前交渉やペッティング，ふさわ しく

ないデー トには全面的に反対するものです。

結婚 の当事者たちはどちうも無条件の清 さ

をもって聖壇 にぬかずくべきであ り，徳 と

純潔 と誠実こそが永遠に続く堅固な結婚 を

もたらすと信 じています。

8.ユ ダヤ人キ リス ト教徒 に与えられた

戒 め 「あなたは盗んではならない」 に従 っ

ているので，私たちはク リスチャンです。

(出エジプ ト20：15;教 義 と聖約42：20参

照)各 人が正直かつ誠実で信頼 に足る者 と

なるように強調 しています。予言者 マラキ

の示すように，什分 の一 や献金 を納 めない

ことは神 のものを盗 むことになると考 えて

います。(マ ラキ318-12参 照)幾 百万の

人が什分 の一の原則 を実践 しています。 自

分 の知恵と知識 だけに頼 って この不確かな

危険 きわまりない世 を安全 に送 ろうとする

よりは190パ ー セントに主の祝福 をプラス

して生活する方 がより良いことを知 ってい

るのです。私たちはこの ことを喜んで証で
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きます。

9。 ユダヤ人キリス ト教徒 に与えられた

戒め 「あなたは隣人について，偽証 しては

な らない」(出 エ ジプ ト20：16)に 加 えて，

キリス ト教徒 の責任 として常に 「真の証 し

人」 となるよう努力 しているので，私たち

はク リスチャンです。なぜ なら神の栄光は

光 明 と真 理 であ り(教 義 と聖 約93136参
うそ

照)，いかなる程度であれ嘘や偽 りのある人

は神 のもとに来 ることはできません。私 た

ちがク リスチャンとして証 する真理 の中で

最 も大切なものは，イエ スがキリス トであ

り，私 たちの罪のために死なれたこと，そ

して3日 目によみが えり，生 きてまします

こと， ご自身の名前 をつけた教会の頭 とし

て立たれていることです。私 たちは主の福

音が完全な形で地上 に回復されたことを真

に証する者です。この真理をすべての人に

分 かち合 いたいと願 っています。伝道 の業

はク リスチャンの伝統であり，私 たちは喜

んで この業に参加 しています。

10.ユ ダヤ人キリス ト教徒 に与えられた

戒め「あなたは……むさぼ ってはならない」

(出エ ジプ ト20：17)に 加 えて，キ リス ト

教 の予言者たちが教 える賢明な勧告 に従 っ

ているので，私 たちはクリスチャンです。

それは自立，非常時の備 え，必要に応 じた

速やかな隣人への援助であ り，教会が福祉

に使 うお金 を献金 として喜んで捧げること

です。そうすることで，私 たちはむさぼら

ず，人 にも私たちの もの をむさぼらせる口

実を与 えないのです。
おのおのその み

11.「人 は皆各 々其 身にてなしたる罪に対
とが

して罰 を受 け，アダムの智に対 して罰 を受

けざることを信」(信 仰箇条第2条)じ てい

るので，私 たちはクリスチャンです。私 た

ちは自分の行 ないに対 して責任があり， 自
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分の働 きに応 じて裁 かれるために終 わりの

日に神の前に立つ ことをよ、く承知 していま

すも(黙 示20：12参 照)ま た，救 い主が 「天
み むね

にいますわが父 の御 旨を行 う者」(マ タイ

7：21)を 喜 ばれることを信 じています。

このキリス ト教の原則は，私 たちがよ り良

い人生 を歩む励 みとなり，世 にあって善 を

なさしめる原動力 となってい ます。

12.「 キ リス トの贈罪 によ り，すべての人

類は，福音のおきてと儀式 とを守ることに

よりて救 われ得 ると信 ず」(信 仰箇条 第3

条)る ので，私 たちはクリスチャンです。

これ以外 に救いの道 はあ りません。

13. 、「福音の第一原則 と儀式 とは，第1，

主イエス ・キリス トを信 ずる信仰，第2，

悔改め，第3， 罪の赦 しを受 くるために水

に沈めらるるバプテスマ，第4， 聖霊の賜

を授かるための按手礼なることを信ず」(信

仰箇条第4条)る ので，私 たちはク リスチャ

ンです。 これ らはすべてキ リス トが根本で

す。

14.原 始 教会 と同様 にキ リス ト教 の聖職

の按手を信 じているので，私たちはク リス
か

チ ャンです。「われ らは，福音 を宣べ，且つ
と

その儀式を執 り行なうためには，啓示 と，
そのにん

権威ある者の按手 によ り，神 によ りて其任

に召 されねばならぬことを信ず。」(信 仰箇

条第5条)聖 職 への召 しは 「だれも…… 自

分 で得 るのではなく， アロンの場合 のよう

に，神 の召 しによって受 けるので」(ヘ ブル

514)す 。 言い換 えれば，私 たちは主の

職に自分で自分 を召すことはないのです。

151「 教 会には，初期 の(キ リス ト)教 会

に在 りだると同一の組織，すなわち使徒，

予言者，監督，教師，祝福師等のあるべ き

ことを信ず」(信 仰箇条第6条)る ので，私

たちはクリスチャンです。同様 に，新約聖
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書 に述べ られているほかのすべての職，執

、事，監督，祭司も信 じています。 あたかも

初期 の教会がそうであったように，現代の

キリス トの教会 は 「使徒 たちや預言者 たち

という土台の上 に建 てられたものであって，

キリス ト・イエスご自身が隅のかしら石 」

(エペソ2：20)で あ ると信 じています。

そして末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会こそ

がまさしくそれであることを証 します。

16.初 期 の教会 にあったと同様のみたま

の賜，すなわち 「異言を語 る力，予言する
いや

力，啓示，示現 を受 くる力，病 を医す力，
と

異言を釈 く力等の賜」(信 仰箇条第7条)を

信 じているので，私 たちはクリスチャンで

す。

17.「正確 に翻訳 されたる限 り，聖書(旧 ・

新約聖書共 に)は 神 の御言葉な りと信ず。

またモルモン経(英 文)も 神の御言葉 なり

と信 ず」(信 仰箇条第8条)る ので，私 たち

はクリスチャンです。聖書が旧世界のキリ

ス ト教の予言者 たちによって書かれたよう

に， モルモン経 も新世界のキ リス ト教 の予

言者によって記 されたキリス ト教の聖典で

あり，イエス ・キリス トを新 しく証するも

のです。 また聖書 と何 ら矛盾することなく，

救い主 に関する情報 がさらに数 多く追加 さ

れています。

18.「す べて神 のこれまでに啓示 したまい

しこと，すべて今啓示 したもうことを信 じ，

なお今 より後，神の王国 につきて多くの偉

大 にして重要なることを啓示 したもうこと

を信 ず」(信 仰箇条第9条)る ので，私 たち

はクリスチャンです。私 ちはキ リス ト教の

予言者たちを信 じ，「昔の時代のように今の

時代 にも， またこれから先 の時代 にも，昔

の時代のように」(1二 一ファイ10：19)絶

え ざる啓示があることを信 じています。キ



リス トの愛 はすべての人に及び， キリス ト
いにしえ

は古 同様，今 日も私たちの羊飼いであると

確信 しているか らです。

19.栄 光 のうちにキ リス トが再降臨され，

「御 自ら地上 に王 とな りて治めたまい
，地

球 は元にあ らたま りて楽園の栄えを受 くる

ことを信ず」(信 仰箇条第10条)る ので，私

たちはク リスチャンです。

20.す べ てのキ リス ト教徒が 目指す生活

信条 は，「正直，真実，貞潔，慈善，高徳 な

るべきこと， およびすべての人 に善 を行 う

べきを信ず。……も，し何 にても，徳高 きこ
この きこ

と， 好 ま し 章 こ と， よ き聞 え あ る こ と， あ
ほ

るいは褒 むべきことあ らば，われ らはこれ

らをたずね もとむる もの」(信 仰 箇条 第13

条)で あると信 じているので，私 たちはク

リスチャンです。私 たちは山上の垂訓や八

福 の教 え，あらゆる救い主の教 えに具現 さ

れているキ リス トの徳 を受 け入れ，実践 し

ようとして います。心 をつくし，勢力 をつ

くし，，曽瀞 をつくし，体力 をつくして主に

キリストの愛は，すべ

ての人に及び，キリス

トは古同様，今日も私

たちの羊飼いであると

確信しています。

仕 え，神の栄光 をまごころもて仰 ぎみて，

信仰，慈悲，仁愛，徳行，知識，節制，忍

耐，兄弟の親切，敬慶，謙遜，勤勉などの

諸徳の模範 となるべ きことを信 じています。』

(教義 と聖約4：5参 照)

す なわち，私 た ちは次 の理 由で ク リス

チャンであると宣言 します。「私たちは…一

キ リス トを信 じる……確 く信 じてキリス ト

・を待 ち望んでいる。……私たちはキリ

ス ト……によって生か されている。……私

たちはキ リス トのことを話 し，キ リストの

ことを喜び， キ リス トのことを説教 し，キ

リス トのことを予言 し……キ リス トの与え

たもう生命を待 ち望 み，……正 しい道 とは

キ リス トを……信ずることを言 うのである。

キ リス トはイスラエルの聖者である。それ

であるから，あなたたちはキリス トの御前

にひざまずいて勢いと心と力 とをつくし，

全 身全霊 をこめて， キリス トを拝さなくて

はならない。」(II，二 一ファイ25：24-29)
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人との比較
アニヤ ・ベイ トマ ン

他人のではなく，

自分の物差しで

自分の進歩を測ること

「き のうの朝，家庭訪問に出かけると
きはいい気分 だったのに，帰 りは

が っかり，み じめな気持 ちだったわ。」メア

リー ・アンが友人に打ち明け話 をしました。

「アン ドリアのお宅 はきれいにお掃除 され

ていて，子供 たちは信 じられないくらい礼

儀正 しいの。 この先3年 間の子供たちの誕

生パーティーがもう計画済みだっていうし。

私 なんて，家 に帰れば朝ごはんのお皿 が汚

れたまま， ベッ ドの始末 もまだ，子供 たち

にどな り散 らして1時 間 も泣 いてたのよ。

アンドリ，アの担当をどなたか別の人 に変 え

ていただこうと思 うの。私 にはとても無理

だから。」

ジムが妻に話 しかけています。「ジャクソ

ンさんち，また新 しい車に乗 ってるの，知 っ

てるかい。3年 もたたないっていうの に新

車のセカン ドカーだよ。 どうやってや りく

りするんだろう。よほど金 もうけがうまい

んだな。それに比べると我が身が情 ないね

え。8年 も同じ車だ。」

「兄 さんのお嫁 さんが作 っている覚 えの

書 はなんてすばらしいんでしょう。」ミシェ

ルはふうっとため息をつきました。「とって

も芸術的で，何 をしても才能があふれてい

る。お姉 さんの本を見た ら， とても自分 の

が見られない。 もうこれっきり見 たくない

わ。」

自分 を他人 と比べるとき，困ったことに
しつ と

このような無能感や落胆あるいは嫉妬 を大

勢の人が感 じます。比べるなと言って もむ

ずか しいことですし， ひき比べては自分 を

みじめに思うことが多いのです。「私 はどう

して こうなのか。 どうしてあんなふうにな

れないのか」とか，「彼は幸運 をひ どり占め

に している。不公平だ」 と感 じます。知 っ

ているだれかが活発 に活動 しているのを見

て，そのようにで きない自分 をうしろめた

く思 うこともあるかもしれ ません。それが

こうじて，「どうせ 自分 は」という態度，「自

分 にはとうていあんなふうにできっこない。

何 を今 さら」 というあきらめにつながるこ

とがあるのです。

そこで私 たちの気持 ちを軽 くして くれる

のが， よく知 られた 「『でもね』のゲーム」

です。 「そうよ。で もね」 と彼 らは言 いま

す。「そうよ。でもね，アン ドリアは子供が

3人 ， あなたは4人 で しょ。 しかも年 が近
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いから面倒 を見てくれる子が いないもの。」

メアリー ・アンの友だちが彼女を慰めます。

「ぞれに
， アン ドリアはお客様 が来 るのを

知っていたんだと思 うわ。」

「そうね
。けれどあなたは教会の仕事 に

もっと時間を使 っているわ。」ジムの妻ばこ

う言 います。「お金 もうけばかりに集中して

いないってことよ。」

「そう。で もね， あなたはお菓子作 りと

洋裁がとても上手 よ。 ほかにもたくさんで

きることがあるじゃない。」ミシェルの友達

が励 ましてくれます。 また私たちも，rとき

一どきは自分 を慰 めることがあると思います
。

「そうよ， だけど私 の家は古 くてもっと大

きいから，仕事 もそれだけ大変 なの よ」 と。

しかし，ここで，「そうね。アン ドリアは

家庭管理 の才能があるわ。すばらしいわね」

とか，「ジャクソンさんは経済の天才ね」と

か，「ええ， きれいな覚 えの書だわ」という

言葉がなかなか聞かれないのは，何 ともさ

びしいことです。

相手 を自分 と同 じにひき下ろすことが危

険なのは，人々の長所に対する補いに，、あ

ら探 しをすることが多いからです。私たち

はこう考 えます。「しっか り者のペギーは何

でもできる。きれいでチャー ミングで才能

がたくさん。でも，良い母親 ではないはず

よ。 どこか欠点 はあるはずだわ」と 。そ し

て，「完壁な」人 に弱点を見つけると，興奮

のあまり口 をつぐんでいられずにそれを言

い広めることもあ ります。

ところが，私たちが人を慰 めようとして

普通 に言っていることの多くは，真実に立

脚 してげません。

立場は皆違 います。住む家が達 い，背景

が違 い，家庭環境が違 っています。}見 し

て同じような場合で も，違 いはあるもので

必

蔭 、『
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量 ・

す。 ノーマは買物上手を自負していました

が，.同じ年頃の同人数 の子供がいる近所の

アンから1カ 月の食費を聞いてびっくりし

ました。 自分の家 よりずいぶん少 ないので

す。 ノーマは，私 たちにもよくあることで

すが，無意識のうちに自分 が悪いと決 めつ

けました。そしてさっそく， なぜそんなに

違 うのか， 自分 のどこが良くないのかを調

べ始めました。節約 できる点 を探 し，ぜ い

たく品をもっとき りつめようとしました。

.そ うして見直 しをしてから， ノーマは忘れ

ていた こと'に気 がつ いて，つ い笑 って し

まったのです。答 えは簡単で した。アンの

ご主人が出張のため，1週 間留守だったの

です。食費の違 いはそう した事 情のせ い

だったのに， ノーマはいたず らに自分 を責

めて しまったのです。

概 して私たちは，最良のときの他人と最

悪のときの自分 を見比べるものです。 ビル

はベクヌテッ ド家に立ち寄 ってたいへん驚

きました。 トムがグ リースで汚れたっなぎ

の服 を着 ているのを見たからです。3歳 の

子は泣 きわめき，十代の子 は音量を上げて

.テレビを見ていました。家の中は多少散 ら

か り，ベク琴テッ ド姉妹 は髪にカーラーを

巻 いていました。

ビルは批判 も決めつけもしませんでした。

逆に，比較することについて大事 なことを

学んだのです。「私 は教会 での トムしか見て

、、いなかった。いっ もす きのない身な りで身

だ しなみが良いため， 日頃の生活 もそんな

ふうにすきがなく，世 間一般 の問題 とは無

縁 だと思 っていたようだ。家庭での トムを
[見 て
，何だかほっとしたよ。 それでも トム

を尊敬 する気持ちは変 わらない。立派な人

だ。今 まで想像 して いなよりも彼が身近 に

、感 じられ るのがかえってうれしい。 さて，



教会の人たちは私のことをどんなふうに見

ているのだろう。」

目分よりも他人の特性や成功を認める万

がずつと簡単です。r私の才能 などというも

のは地面 のずっと奥 に埋 まっているのよ。

掘 り出す には地球 の反対側 か ら始 めな く

ちわ。」オー ドリーは友達 のリンダにこぼ し

ました。 リンダはびっくりしたようでした。

「冗談で しょ。 あなたは生 まれついての指

導者 よ。あなたを見るとみんなが頑張ろう

と思 うわ。 きちんとしているのに， それを

見る人に窮屈な気持 ちや 自己嫌悪をちっと

も感 じさせ ないのよ。それが才能でなくて

一体 なあにP」

できることや持っているものよりも，で

きないこと，持 っていないものに心 が集中

するようになると， そこはサタンの良い仕

事場 にな ります。私 たちはだれでもその人 、

な りの賜 や祝福 を持 っているのです。 それ

が何であるかを知って認めること， この こ

とが大事 です。

たしかに，お互い同士慰 め合 うときの言

葉 にはなるほどと思 うものもあ けますが，

聖徒の道/1984年9月 号

「天 びんのつりあい」 を取 ろうとして普通

見落 としている，あるいはむしろ顔 をそむ

けてさえいることがほかにあります。

本当は，私たちは人と競争するためにこ

の世 にいるのではありません。勝 ったり負

けた りのゲームやスポーツでは競争は楽 し

いものです。 しかし，人生にあっては一人

一人が皆未来の勝者です
。他人が勝てば当

然 自分が負ける といったものではありませ

ん。 もしも自分 の進歩や価値 を，他 人と同

じだ とか他人 よりも優れているとかで測る

とすれば，それはまるで，「自分 が書 くより

よほ ど上手 にすべてが書かれて しまってい

るか ら」 と仕事 を放棄 した若 くて有能な作

家 と同じです。 もし人々がこの ような態度

でいたとしたら，文学や美術や音楽の傑作

は生 まれなかったことで しょう。

天父は，私たちが自分の価値や進歩を測

るの を一番良く助けてくださる立場 にあり

ます。神殿 に入 り，聖典 を学んで主に近づ

き，祝福 や心か らの祈 りを通 じて主の言葉

に耳 を傾ければ，私たちは自己を確 かに認

識できます。 ジャニスは自分 自身や他人か
こた

らの期待に応 えられないで， 自分のふがい

なさにいらだち， やましい思 いでいたとき

に，天父の助けを求めました。「天父に近づ

くたびにだんだん， 自分の期待 というもの

がどんなに上すべ りなものかがわかってき

て， 人が持 っている長所や才能を全部 自分

も持 つ必要 はない という簡単 なこ とがわ

かったのです。」彼女 は言っています。「天

父 に近づいたおかげで自分 に何が期待 され

ているかがすっきり自覚でき，天父の娘と

しての本来 の価値や可能性 を知 りました。

欲求不満は平安 に変わって気持ちが安定し

ました。」

しなければならないたったひとつの競争

27



人を信頼 し，励まし，

.その進歩を喜ぶとき，

私たち自身の進歩や発展が

容易になっているのに

気づくはずです。

吃

は，目分との競争です。私 たちの持つ才能

や特性 になぜ相違があるのか，その理 由の

すべてはわかりませ んが，理解すべ き大切

な、ことは，人 は個人個人で 自分の道 を歩 ん

でいくということです。人 と競争 するのを

やめるとき，私たちの進歩は早 まります。

深い落胆 に沈 むことな く，前 向きでいられ

ます。去年の自分，先月の 自分，先週の，

そしてきの うの自分 よりも良 くなろうと努

めることができるのです。

メラニーはこの大切なことを学 びました。

「私は子供の頃
，いつも姉 ばか りを見 つめ

て育ちました。姉 はピアノが上手で，歌や

ダンスができ，絵 も描 けば詩 も作 ります。

自分 にどこか姉 より優れている所 はないか

と考 えてみても，何 も見つか りませんでし

た。 それであきらめました。

結婚 して、ζ・たり目の子供 に恵 まれた頃で

す。自分 には才能 がないという気落 ちした

思いを， どうしてだろうと考 え始めました。

私はそれまでずっとピアノを弾 きたいと思

いなが ら，姉 があ まり上手 なので 自分 も

レッスンを受けたいとは思わなかったので

す。 ようやくある日， そのことに気づきま

した。姉 さんが ピアノを上手 に弾 けるか

らって，●それがどうしたというの。そんな

ことはどうだっていいじゃない。 自分 が弾

きたいんだから，弾 こうって思いました。

そこで実行 しまし.た。姉 はむずかしいク
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ラ シックを練 習しているのに， 自分 が単純

なメロディーに苦労 しているのは初 めこそ

気分が良くありませんで したが， そのうち

音楽 の楽 しさがわかうて きて，そんなこと

は気にならなくな りました。姉のように上

手 には弾けないし， これか らもそんなに上

手 にはなれないかもしれません。 でも，毎

日自分 なりに音楽 で充実感が得 られれば，

上手下手は二 の次 です。人の立派なのを見

て自分 の進歩 を遅 らせてきた私ですが， こ

れからはそうではないので とてもうれ しい

んです。」

タラントのたとえに言われている教 えは

明、白です。何 を与えられたかよ りも，与え

られたもので何 をしたか という方がよ り重

要なのです。5タ ラントと2タ ラン トを渡

された僕は，そのお金 を活用 したので， ど

ちらも主人にほめられました。叱 られたの

は，渡 されたタラン トを地 中に埋 めておい

た者で した。(マ タイ25：14-30参 照)

人 の成功や良い点を認めることができる

と，私たち目身の人生が豊かになります。

大画家 や作家，科学者，音楽家，哲学者，

慈善家 など，過去 の偉 人の中から自分 に良

い影響 を与えて くれる人物 をあげるの は簡

単 です。 しかし，私 たちが 日々交わる 「平

凡」な人々の中に，才能 や技術 をみがくの

を助 け， 自己を啓発 して くれる人がいるの

です。 自分 とだけ競争するとき，私たちは

他 人の業績や特性を， より高いキ リス トに

近い心で理解することができます。 自分 は

自分 の道を進むのだ と言 えるとき，否定的

な感情 は消 えていきます。だれの業績であ

れ，立派な ことには喜 びを覚 えます。 自分

を含めて， どんな人の進歩 をも喜 ぶことが

できるのです。

キャロラインは美術展 に出かけて，友達



の作品にねたましさを感 じました。 そのと

き彼女 はこう思いました。「どうしてそんな

ふうに感 じるの。・リネ ットの才能 を知 るこ

とができて良かったじゃない。すばらしい

作品ができあがったことを喜 んで， そこか

ら学ぶぺ きだわ。」

一緒に努力し，高め合い，励まし合えば，

進歩の道はどの人にとってももっと楽で楽

しいものになります。それぞれ に歩 む道 は

違 っていて も，ほかの人を励 ますことがで

きるのです。人々を心から愛 し，その成功

を願 うとき，彼 らは私 たちが自分の傍 らに

いると感 じるでしょう。そしてそうすると

き，私 たち自身の進歩は決 して妨げ られ ま

せん。かえって，道がはっきり見えてきま

す。 スペンサー ・W・ キ ンボール大管長は，

己を失うことが己 自身を見 いだす最 良の方

法であると教 えています。

「私たちは同胞のために働 くとき
， その

ことで同胞 を助けることがで きるばかりで

なく， 自分 自身の問題を も新 しい観点か ら

眺めることができるのである。私たちは他

人のことにもっと関心 を向けるようにすれ

ば， 自分 自身のことで思いわず らう時間は

少な くなる。奉仕の中にこそ主の約束があ

り， 自分 の命を失 う者 は， それを得 るので

昂る。(マ タイ10139参 照)

このように私 たちは，奉仕 を通 して，人

生 における指針 を見つけるという意味 で自

分 自身を 『得る』が， そればか りでなく，

適切 な方法 で同胞 に仕 える度合 いを深める

と， それに応 じて心に充実感 を覚 えるので

ある。 そして人々に仕 えるときに， さらに

意義 ある存在者 となる。実に，得 るべきも

のは多くあるので， 自分 自身を得 ることは

簡単である。」(『小 さな奉仕の業』「聖徒 の

道」1976年12月 号 ，p.541)
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ジムは，立派な教師の才能 が生まれっき

のものかどうかと尋ね られたときち にこっ

と笑 づて言いました。「いいえ，とて も。初

めは怖 くて どうしようもなかったですよ。

自分 を語 るのがおそろしかったですねえ。

自分のことを考 えるのをやめて， どうした

ら生徒 たちを助 けられるか，生徒 を励まし

，て可能性 を開かせるには どうしたらいいか

を考 えて祈 るようになってから，ようやく

良い教師になれたように思 います。」ジムは

自分 を 「失 って」， 自分 を 「得 た」ので し

た。

先 日，初 めてのレッスン，それも霊感豊

かなすば らしい レッスンをした扶助協会の

姉妹 に，友達が話 しかけていました。心が

高め られる会話 でした。「とてもできないっ

て言ってたのに!あ んなに霊感が感 じられ

たレッスンは初 めて よ。」

「だって
，あなたの顔 を見 たら， しっか

り頑張 ってっていう気持 ちがあふれている

んですもの。 それじゃ頑張 らなくちゃいけ

ない じゃない。」初 めの姉妹が言 いました。

「あ りが とう
，姉妹。お祈 リの答 えがきょ

うのあなただったわ。」

人々を励 ます以上のどんな奉仕 が，私た

ちにできるでしょうか。人を信頼 し，励 ま

し，その進歩を喜 ぶとき，私 たち自身.の進

歩や発展が容易 になっているのに気づくは

ずです。 そうするとき，人々が人生 に喜び

と成功 を見いだすように助け られた救い主

に，私 たち もならうのです。人を助 け，私

たちを助 けながら，主 ご自身 もご自分 の高

い可能性 に向かって進歩 しておられました。

(教義 と聖約93：12-14参 照)

*ア ニ ヤ ・ベイ トマ ン ：4児 の母， ソル ト

レーク ・シテ ィー内のワー ド部 の日曜学校

教師
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古典講話

の

メル ビン・J・バ ラー ド

い

ソル トレーク・タバナクルにて，1928年5月5日

3
週間前のきょうの午後，総大会の一

般の部で，私は末 日聖徒および世 の

人々にとって関心の深 いいくつかの事柄 に

ついて話 をさせていだきました。かの霊感

に満 ちたアメ リカ大陸の予言者，キリス ト

誕生 の600年 程 前 にこの世代 に向けて語 っ

た二一ファイの言葉 についてで した。 きょ

うはその続きをしたいと思います。で きれ

ばその教 えの精神 にのっとり， またそのた

めに，まずII二 一ファイ28章 から数節を読

みたいと思います。

「またまことに 『われらは明 日死 ぬかも

知れないか ら，飲 んだ り食ったりして楽 し

め，そうすればわれ らは幸福で満足である』

と言 う者が多くあ り，

『飲み食いをして楽 しめ， しか し同時に

神 をおそれよ。神 は小さな罪を犯すことば
うそ

許 したもう。 それであるから少々偽 を言い，
となりびと

人の言葉 につけ込んで欺 き，隣 人をおとし

入れ る穴 を掘れ。これは少 しも悪い事では

ない。われ らは明 日死ぬかも知れないか ら，
さしつか

すべてこの ようなことを して も差支 えない。

たとえ，われ らに罪があると認め られて も，
むち

神 はわずかにわれわれを鞭 うちたもうだけ

であって，われらは結局神の王国 に救われ

る』 と言 う者 も多 くある。」(II二 一 ファイ

28：7-8)

19節 か ら読 みます。

「悪魔 の王国 は必 ずゆ り動 き
， またこの

王国 に属する者たちも必ず動 かされて悔 い

、
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改めなければならない。 そうでなければ，

かれらは悪魔の永遠 の鎖 に固 くしばられ怒

らされて亡びてしまう。

ごらん，その時に悪魔 はある人々の心 に

入って荒々 しい行 いをさせ，またこの人た
よ

ちに善 い事を怒 らせる。

またほかの人々をなだめ，この人たちを

すかして肉欲 をほしいままにさせるから，

その人々は 『シオ ンの中では万事 よろしい。

シオンは栄えて実 に何事 もみなよろしい』

と言 う。 このように悪魔 はこの人々をだま

し，心を配 って地獄へつれて行 くのである。

悪魔 はまたほかの或る人々にへつらって

この人々 を迷わせ，.地獄 はないものである

と言い， また悪魔 はないものであるか ら私

は悪魔ではないと言い， このように耳にさ

さやいて一度かかったら決 して逃れられな

い恐ろ しい鎖で とうとう縛 って しまう。」

(II二 一 ファイ28：19-22)

私 は2年 前にウェルズ長老， プラット長

老 と共に，南米 で教会の伝道部開設の仕事

をしていました。その間， じっくり考え，

勉強 する機会がありました。「離れれば，見

るものはみな美 しい」 という言葉がありま
めいせき

すが，理解は一層明晰 に， と言えることも

あると思 います。そこは教会本部から1万

8千 キロ離れていて，物事がよく見 えまし

た。 なじんだ世界を後 にして，別の新 しい

世界へやって来 たのです。言葉が違 いまし

た。人々の習慣や，空や大地，すべてが違 っ

1
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魂の闘幻

平和と繁栄，それは人類が経験する
最も危うい時代ですも

ていて珍 しく見えました。 まるで自分 が，

この世 を去 って， その時が自分 にやって来

たらきっと考えるであろう様々な、思索や反

省にふける人のようでした。 スペイン語の

勉強に限 らず，いろいろ本 を読む時間があ

りましたが，・聖書やモルモン経，教義 と聖

約，それに教会歴史の6冊 を含めて，手 に

入る英語の本を実 によく読 みまし莚。教会

の発展 や現在の状態， さらに将来の姿 をあ
めいそう

れこれ瞑想 していたときです。ある思 いが

非常にはっきりとした形をとって頭に浮か

びました。大勢の人間が危険にさらされる

時代が来るという思 いです。私 は教会員の

幸せのため，実 に同胞たちのためを心底か

ら願って，主に約束 しました。 もし主が私

に知恵と力 を授 けてくださるなら，人々を
おびや

脅 かすこの危険について，私 は声 を大 にし

て人の子らに警告 しますと。

私は，この危険な時期の到来の しるしが

わか ります。それは平和 と繁 栄 の ときに

やって来ます。 ちなみにそれは，人類が経

験する最 も危うい時代 です。 多くの人が苦

労の時期 に断固として信条を守 りなが ら，

しかし独立の時期，繁栄の時期が来 るとい

かにもたやすく， それ らの高い標準 を忘れ

て繁栄や成功 におごり，意のままに肉欲 を

満たそうとするのです。 それは国家 につい

ても同 じです。

こうして私 は全世界が，新 しい秩序 が現

われる放縦の時代 に近づ きつつあることを

痛切 に感 じています。 また，教会 自体 も私

たちの経験するその新 しい時代の波 を受 け

ることがはっきりとわか ります。 しかし，

注意すべきは人の圧力だけではないこと，

人の心に影響 を及ぽし，生 じて来る問題 の

解決 にあたって人々を動かす種々の力があ

ることも，よくわかるのです。

御父に忠実な息子，娘の第一陣が地上 に
1舳生 まれ

て来 ようというとき，彼 らは確 かに

警告 と注意を受けました。私 たちは、こ、たつ

の新しい経験をすることになっていたから

です。 その第一に，肉の幕屋 を得 るはずで

した。 それまで持 ったため しがあ りません

.から， それは私 たちにとってまったく不思

議なものでした。私 たちは，肉の幕屋 を得，

それを自分の僕 とするよう， 自分が幕屋の

主人となって， それを尊び，従わせるよう

に命 じられ ました。

(第二に)今 は多数派 となった敵の前 に

さらされることとな りました。 もし私 たち

の眼が開けて， 自分 を取 り囲む勢力を，私

たちに影響 を及ぼそうとしているその勢力

を見 ることができたなら，助けなしにひと

り歩 きをす る勇気はとて も持てないでしょ

う。 その勢力は私 たちの周 りにあり，彼 ら
お

の長，堕ちた神の子がねらった地位 を奪 う

という明確な目的成就を目指 し，影響力を

行使 しているのです。彼が堕ちたとき，諸

天 は彼 のために泣 きました。彼 は悪魔ルシ

フェル とな りました。
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ルシフェルの 目的 は，彼がしたことによ

く示 されています。 たとえば，主が試みに
あ

遭われたときの ことを考 えてみて ください。

主がバプテスマを受 けられた後，だれひ と

り行 く先 を知 らないのに， このねたみ深 く
どん

て貧らんな兄弟はそれを知 り，主の肉体 が

1弱ったときに姿を現 わして誘惑 しました
。

しか しながら，この誘惑の争点は，石 をパ

ンにすることで も宮の頂上から下へ飛びお

りることで もありませんで した。 それ らは

係争中の大 きな問題のほんの序章 でしかあ

りませんでした。イエ ス ・キ リス トの心 を

パ ノラマのように世界の国々がよぎ り，誘

惑者 はそれをみな与えると言いました。彼

は， イエス ・キ リス トが世 に来たのはひと

つには世 を治める権利 を得 るためであ り，

イエ スが，王の王，主の主となる権利 を得

るために自らの命 を捨 てると申し出 られた

ことを知 っていました。 この誘惑者はその .

栄誉 と特権を，ただひれ伏 して悪魔を拝む

だけでたやすく与えるとイエスに言 ったの

です。「これ らのものをみなあなたにあげよ

う。カルバ リで死ぬ必要 はない，ただ私 を

拝みなさい。これ らはみな私のものだ。そ

れがあなたの ものになる」 と。この試 みの

最中に，足をすくおうとわなを仕 かけてい

る者のこと，をか りにイエスがおわかりにな

らないでいる瞬間があった としても， イエ

スの次の言葉でその疑惑 はすべて消 えてし

まうのです。「サタンよ，退 け。 『主 なるあ

なたの神 を拝 し，ただ神 にのみ仕えよ』と

書いてある。」(マ タイ4：10)こ う して，

悪魔 はイエスから離れ ました。

この世 の国々を与えようと言ったサタン

聖徒 の道/1984年9月 号

は，その場限 りで， ともかくも国々を支配

してはいましたが，その権利は無効 なもの

でした。 イ土ス ・キリス トがたとえその称

号 を自分 にお受けになっていたとしても，

それはまやか しであ り，価値 のないもので

あることをす ぐにさとられたことでしょう。

この世の国々を治める正統の権利 と称号 を

得 るために，主はご自分 の命を捧げられま

した。 しかし，問題 はまだ片づいていませ

ん。世 の国々 を治める権利 を得 ることは依

然 として，始 めに負け，主イエス ・キリス

トのみ業 にも敗退 した反逆者の 目的であり，

それこそが地上 における彼の仕事 なのです。

そこで，1820年 の春，時満 ちて，あらか

じめ予言者たちについて知 らされていた通

り， ひとりのみ使いが地に住 む人々に宣べ
なかぞら

伝 えるべき永遠 の福音 を携 えて中空を飛 び，

主の大 いなる恐るべき 日の来 る前 にエライ

ジャが地上 に遣わされると言われたその時

が近づき，ダニエルの解 き明 かしたネブカ

デネザルの夢 にある予言が， もはや滅 びる

こどもほかの民 に渡 ることもない王国の建

設 となって輝ける成就を迎 えました。 その

とき，やって来 たその 「時」が，在天の神

ばか りか，地上 を治める権力者 たちにも知

られたのです。それで主がご自身 を現わさ

れる前 に悪魔が来て， これらの約束を実現
うつわ

する器 となるはずの少年を襲い，彼を滅ぽ

そうとしました。

今 にも迫 って来る滅亡 は頭 だけのもので

はなく，現実の実体 を持 った強力な力が彼

を捕 らえました。サタンは神 のみ業 を妨害

しようと願 っていたのです。サタンは，神

から世 に遣 わされる使者，最後 のこの福音
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魂の闘の

の神権時代 の始まり，すなわち転が りいで

てついに全世界に充ち満つる業 の始ま りに

際 レて訪れを受 けるべきこの使者 をなきも
きようじつ

のにして，自分 にとっての凶旧 を先へ延ば

そうと望みました。それが破滅への道 の始

まりで した。悪魔の軍勢がみ業の伸展， そ

の発展と成長 を阻止 しようとね らったのは

当然のことでした。

しか し，神 もこの 「時」が来たことをご

承知で した。神 と御子イエス ・キ リス トは

少年 を訪れて，キ リス トとその教会が世 を

従わせ，王の王，主の主 として地上 に君臨

することを究極の目標 としたこの大いなる

福音の神権時代を開かれたのです。

かくて予言者の最初 の争闘以来，対立 は

常 に教会 を取 り巻 いてきました。私たちは

あらゆる種類 の逆境 を切 り開いて進んでき

ました。群衆 の暴力，殺人，迫害，投獄，

市民権の剥奪，様 々な災難や障害を通 して
はば

み業を阻もうとする試みにも， それが不可

能であったことを知 って，サタンは新 しい

方法を用いようとしています。 そこが私 の

強調 したい点です。 なぜなら，敵がこれで

満足 してはいず，戦 いをやめ もせず，新 た

な手段 に訴 えてこの業を滅ぼそうとす るこ

とを，私ははっきりと見たか らです。皆さ

んに申しあげたいと思います。慢心 してい

るサタンは，最後 には自分が勝利を収めて

世 の王 になると考 え， そう確信 しています。
いにしえ

古の予言者たちは， この問題が治まる時
{の 来ることを予言 しました

。幾人かはその

戦いをハルマゲ ドンと呼んでいます。呼び

名はどうであれ，だれが統治権 を得 るか と

いう問題が解決する時 はやって来 ます。生

34

者 死者 を問わず，すべての義人はこの戦い

に関心 を寄せ，関与 します。悪人 も，生者

死者を問わず同様です。

その結末 はどうなるで しょうか。いつそ

の時が来るかはわか りませんが， このこと

を私 は知 っています。 その対立のしるしが

速度を早めて来つつあること，対立は確か

にやって来ること，そして，・日々がそあ た

めの準備 に費やされていることです。私 た

ちは，自分 たちが全世界の関心を一点に集

めていると知れば意外 に思うことでしょう。

しかし， それは，世界史上偉大かつ重要で，

しかも決定的 な時が近づいているからです。

だれが統治権を得るかの問題に決着をつ

けるこの迫 り来る対立に備えて，強力な軍
たい ご

勢 が双方で隊伍を組みつつあ ります、一方，

一個の実在 としての悪魔 にづいて言 うの で

すが，彼の存在を否定する人々がいて， そ

れは二一ファイが，悪魔 は人々にささやい

て 「悪魔 はない」と言わせ，彼 らに 「私 は

悪魔ではない」 と言 うと告げた通 りです。

末 日聖徒 に関する限 り，私たちは悪魔が化

け物で，長い角や しっぽやひずめを持 って

いるとは考 えていません。 まっだ く違いま

す。彼は外見は紳士で， もしも会 うこと.が

あったなら，一度 や りす ごした後 で振 り

返 って見ることで しょう。悪魔 は私 たちよ、

りも物知 りです。彼 は実在者です。確かに

個 人として存在 しています。神が生 きてお

られるように確かに悪魔 も生 きています。

人を欺 こうが， 自分 はいないと信 じこませ

ようが，悪魔は確 かにいます。 そして今，

動 きはかつてなく活発です。 さて現在，悪

魔は何 をしているで しょうか。彼 は世界各
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魂の闘臼

地に武装 した徴兵基地 を持 ち，兵がいると

申しあげます。大勢の軍兵です。悪魔 は，

戦いが起きたら過半数 を擁 して成功 を収め

ようという無益 な野望 を抱 いて，大戦争に

備え，男や女を味方に引き入れています。

だれがそ の味方に入 るか， どれだけの人

間が彼 に付 くか，お話する用意 はあ りませ

んが， その戦いの最後 は始 めの時の結果 と

同様 にはっきりしていることが，全能者の

霊感 により， 自分が生 きている通 り確 かに

わかります。悪魔が初 めに堕 ちて天から投

げられたことは事実です。 そしてまた，彼

が味方をどれだけ多 く集めようと，戦いが
し れつ

いかに熾烈であろうと，悪魔 は敗れて地上

から追放 され，その地位を追われることも

事実です。キ リストは来臨 したまい，主権

を求 め， そして統治 し，支配 されます。

ところで，私の関心は戦いの結果ではな

く， 自分が悪魔の側に付 くか，主の側に付

くかということです。一おのおのが自分 自身

を省みて， 自分が主の側 にいるかどうかを

見つめるのは，今が好機です。兄弟姉妹 の

皆 さんに申しあげたいと思います。私たち
はか

の霊魂の敵が私たちを捕 らえようとして謀

るすべての攻撃 は， どれも肉によります。

なぜならば，肉は腰われない土か ら作 られ

てお り，悪魔は土の元素 を制 する力を持 っ

ているか らです。彼が私 たちに接近 する方

法は情欲や欲望，肉の野望 を通 じてです。

この闘いで私 たちに差 し伸べ られる主か ら

の援助 は，肉体の内に宿 る霊 を通 じてすぺ

てがやって来ます。 このように， これら2

大勢力はこのふたっの経路 を通 じて，私た

ちに働 きかけているのです。
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あ なたの闘いはいかがですか。世 の人々

の闘いはどうでしょうか。 これは重要な質

問です。

男女おのおのにとって最大の闘いは，(敵

がたとえ多くともその数は問題 ではありま

せん)自 分 との闘いです。

私は霊 と体 を，「私」と 「それ」というふ

うに呼 びたいと思います。 「私」とは，体 の

中に住 む自分です。この体 を持 つ前から生

きていて，体か ら出てもなお生 き続ける自

分です。「それ」は私が住む家， 肉の幕屋で

す。大 いなる闘いは 「私」と 「それ」 との

間に行 なわれます。

週に一度， 自分 を見つめて吟味 し，闘い

が どうで， 「私」と 「それ」のどちらが優勢

であるかを考 え， そして自分 に判決を下 し，

誤 りや短所 を正 し， 自身の家 を整 えるのは

すばらしいことであると，私 は共 に働 いた

宣教師たちに長年語 ったものです。わざわ

ざその約束を作る必要 はあ りません。主が

教会員一人一人 にその時間を作 ってくださ

いました。安、曽、日が それです。聖餐会 のと

きです。裂かれた体 と流 された血の象徴が

用意 されるのを見るとき，』それ は，各 自が

自身 とひそかに会談 し， 自分 は罪を犯 した

かどうか，誘惑 に負 けてはいないか，悔 い

改めるべきことはないかを問い， もしあれ

ば，ふさわ しくないまま手 を伸べて，その

神聖 な象徴 を飲み食 いしないように， 自分

をすすぎ，魂 を清め，兄弟姉妹 および主と

和 らぐための時間です。

「私」と 「それ」 と，どちらが この闘い

に勝 つかを決めるもうひとつの機会 を，主

はこの教会の会貝に作 ってくださいました。



もしあなたが強い霊を持ちたけれぱ，

霊の食物をとリ， ・

霊の運動をするように気をつけることですも

ヤ

それは，2食 の飲食を断つ第一 日曜 日です。

その ときが近づ くと，「それ」は食べ物をと

らないで はいられないと文句 を言います。

「頭が痛 くなる
， ひざが震える，気分が悪

くなる，あま り長 い断食 はできない，少 し

くらいは食べ なくてはだめだ」 と。あなた

はそれに屈 しますか。屈するなら， どちら

があなたの主人になるか， どちらが勝利 を

得 るかがわか ります。月に少 なくとも一度，

「私」と 「それ」 とが事の対決場 に赴いて
，

「私 」が自分 の住む家
， 自分の僕である「そ

れ」に向かい，「2食 な しで もやって いけ

る。体 を損なうことはない。 むしろ有益 だ。

私の頭が痛もうが，気分が悪 くなろうが，

死ぬことはない。私はあなたより大 きい。

月に一度，私 はあなたに自分が主人である

ことを示そう」と言うのは， すばらしいこ

とです。それ によって，明 日何かほかの欲
こう

求が起 きたときに，それ に抗するいかに大

きな力が与 えられることで しょうか。酒 か

タバコか， あるいはほかの肉欲かもしれま

せん。 しか し自分 はすでに，住む家 に対 し

て，「この幕屋 を汚してはな らない。私は体

を清 く保 つのだ。 この体 は汚 させない。 そ

れ は私の僕，清くなければならぬ」 と言 う

だけの力を得ているのです。

ところが，霊 をよく養 っていなければ，

その闘いがどう進むかわか りません。私 た

ちは適当な食物 と運動 なしでは，体 につい

て言うのですが，成長 しないことを知って

います。 もしあなたが体 を支配する強い霊

を持 ちたければ，霊の食物 をとり，霊の運

動 をするように気をつけることです。

霊の食物は， どこで得 られるで しょうか。

先 ほど私 は，教会員が週 に一度聖餐の卓 に

着 き，主 イエス ・キ リス トの裂かれた体 と

流 された血の象徴 を飲み食いするとお話 し

ました。 それは肉体ではなく，霊のために

祝福 された象徴です。ふさわ しい状態で飲

み食いする人は，霊の命 を飲み食いするの

です。私 たちは，祈 りによって1ひ そかな

祈 りや家族の祈 りによって， 日々主 を求め

るようにとも命 じられています。その とき

何が起 こるで しょうか。私たちは目を閉じ

て外界をさえぎり，魂の窓 を開けてみたま

の祝福，霊の力 を自分 に引き込むのです。

そして私 たちの霊 の命 にこの力が注がれま

す。霊の食物 にこうした機会 が提供 され，

霊 の運動 は隣人への奉仕 によって もた らさ

れまする

霊のために食物 もとらず運動 もしていな

い人は， やがては霊的な虚弱者 となり，肉

がその主人 となるでしょう。 したがって，

霊 の食物 と運動の両方 を得ている人な らば，

だれで もこの体 を統御 し， それを常 に神の

みこころに従 わせることでしょう。

悪魔が私たちを捕 らえようとして仕かけ

る攻撃は，肉体 を通 じてであると申しあげ

ました。 それが接触の手ロなのです。鎖の

強さは一番弱い環の強 さでしかない， とい
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魂の闘の

うことわざをお聞 きでしょう。鎖 は最 も弱

い箇所 で切れ ます。たいがいは，私たちの

弱い箇所は，肉にあるのです。悪魔はその

弱い環 を知 っています。そ して魂 をとりこ

にしようと企てるとき，その弱い点を叩く

のです。ほかが強くて も，強 い所!ま決 して

攻撃 しません。

ある折 に， オレゴン州の森林 を歩 いたこ

とがあ ります。その ときに， ほかめ木はど

れ もしっか り立 っている中で，見たところ

異常がないのに，1本 だけ枯れて倒れてい

る巨木がありました。近 くに寄 って調べて

みると，外 からは見えない樹皮の内部が，

長い間 にむしばまれて きたせいだとわか り

ました。1匹 の虫がピンほどの穴をあけ，

その大木の端 から端へ横断 したのです。 こ

うして弱い環が作 られ，何かの小さな力が

加わったときにその巨木 は倒 れ，弱さを露

呈 しました。人間といかに似 ていることで

しょうか。公明正大，実直 な人は大勢 いま

す。外からはどう見て も強 い人， しかしひ

そかな弱点や習慣を温存 し，それ によって

破滅につながる弱い環 を作 りつつ，敵 に攻

め寄せるすきを与えている人が大勢います。

ゲーテがファウス トを書 いたとき，霊魂

の敵の攻撃方法 について，彼は霊感を受け

てある真実 を語 ったと私 は思います。年老

いたファウス トは若返 りたいと1願いました。

そして変身を祈 りました。 しか しファウス

トの求 めたものは不法であったため，主の

答えがありませんで した。 それでもファウ

ストは執拗 に祈 り続けましたが，私たちが

「しかし
， わた しの思 いのままにではなく，

みこころのままになさってください」と言
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わ ずにこだわ り続 けるとき，悪魔は容易 に

返事 をくれ ます。ファウス トの場合がそう

でした。悪魔 はこう言いました。「私があな

たにそれをしてあげよう。若 くしてあげよ

う。若返 ったあなたは乙女を求める。」そこ

で美 しいマルガレーテの幻が示 されます。

「だがそのためには，体が若返 ったときそ

の霊 は私 の ものに なると，契約 をす るの

だ。」

悪魔が欲 しがっているのは，体 ではなく，

不滅の霊です。彼は肉体 をだ しにして霊 を

捕 らえようとします。体 は霊をとりこにで

きるからです。 しか し，霊 も体 を僕 とし，

その主人となることができます。

さて，その契約 は成立 しました。若者に

なったファウス トは約束の乙女 のこと.を覚

えていて，ふた りは乙女を捜 しに行 きます。

そして教会へ入 って行 く彼女の姿 を見 つけ

ます。 ファウス トは駆 け寄 ってつかまえよ

うとしますが，悪魔はそれを押 しとどめて

言います。rそ う急 ぐな。そのようにしてっ

かまえるのではない。」ここに真理があ りま

す。悪魔 は人をそのように しては捕 らえら

れ ません。 いきなり人をさらって来て，意

志に反 して縛 りつけ，奴隷 とすることはで

きないのです。生 きとし生 ける人 に，「サタ

ンよ，退け」 と，キ リス トと同 じように言

う力が与え られているからです。 サタンは，

主か ら離れた通 りすみやかにあなたから離

れて行 くで しょう。私 たちが同意しない限

り，ひとりたりともとりこにはできないの

です。 そこに悪魔の限界があ ります。悪魔

は人を説得 して抱 き込 まなければならない

のです。



/
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魂の闘の

男でも女でも，瞬 時に悪の深 みには

はまりません。少しずつ，ゆっくりと，

足を踏み入れていくのてす、

マ ル ガ レー テ に つ い て も そ う で し た 。 悪
カリい じ ゆ う

魔は彼女 を懐 柔 しなければな りませんで

した。、&・た りはマルガ レーテのことを研究

し，弱点 を捜 しました。彼女 は純潔で徳高

く，すばらしい少女でしたが，弱点 をひと

つ持 っていました。それは虚栄心 でした。

そこで彼 らはその弱 い環 をねらいます。庭

に宝石を置き，わきに鏡 を添 えました。 マ

ルガ レーテはそれを見つけ，虚栄心 に動 か

されて，宝石 を着け，自分 がどんなに美 し

いか鏡を見たいと思 います。 するとその機

を逃 さず，誘惑者が現われ， それは未来の

恋 人か らの贈 り物 だ と言 います。 マル ガ

レーテは宝石 が欲 しいという気持ちに駆 ら

れます。

恋人同士が午後を共に過 ごしていると，

庭 から帰 っておいでとマルガレーテを呼ぶ

母親の声が聞 こえてきますが，彼女は見つ

けたばかりの恋人を置 き去 りにしたくあり

ません。するとまたもこの時 とばか り，悪

魔 が現われて，これを母親 の夕べの飲み物

に入れれば母親 はすぐに眠るか ら，恋人 た

ちに邪魔 は入 らないと言 って，フ ァウス ト

の手 に薬 を握 らせ ます。私 は，母親の影響

下から連れ出されて悲嘆や悩 みにあう女性

の話 をいぐつも聞 いています。世界で一番

安全 な場所は母親 に近 い場所 だということ

が， ただ忠告するだけでは女性たちに十分

わかっていただけないのはどうしてなので

しょうか。

マルガ レーテの母親は毒薬 を飲んで眠 り

ました。恋人たちは夜 を共 に過 ごします。

翌朝早 く，兄 のバ レンチノが登場 して，母

親が死んでいるのを見つけます。 それは死

の眠 り薬 だったのです。そして家 には他 人

が妹 のマルガレーテといます。けんかが始

まり，決 闘になってバレンチノが殺 され ま

す。ようやくマルガレーテは事 の次第を察

し， 自分 の行 ないの重大 さを悟 りました。

母 を殺 し，兄 を死 に至 らせ， そして自分 は

死 よりも悪 いことに，純潔 を失ったのです。

マルガレーテが髪 をかきむ しって泣いてい

ると，悪魔が笑いながら登場 します。彼 は

またひとりの人間を手中に収 めたので した。

マルガレーテの防備 は固かったのですが，

ひ とつの弱点が あ り，敵 はそこか ら城 に

入 って城 を攻め落 としました。

このようにして，人知れぬ弱点や悪癖 が，

あなたの内部 に通 じる扉 を敵 の前に開 き，

敵 はそこから入 ってあなたを占領 し・ そρ

主人 となるのです。悪魔 は中に入 ってから，
うそ

犠牲者を甘い言葉 で安心 させ，少 しなら嘘

をついてよい，少々盗め，小 さな罪を犯 せチ

わずかに鞭打 たれるだけだか ら心配 はいら

ないとささやきます。

中に入るための扉 を開けさせるのが，悪

魔 のひとつの手段 です。皆 さんに申しあげ

ます。'それは，現在で も悪魔が人々を捕 ら
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えようとするときの方法です。この教会 に

対 して特 に敵対す る動 きや組織がないとき

にも， この敵 はぬかりなく目を覚 ましてい

ます。彼 は新 しいやり方で男女 を堕落 させ

ようとねらっています。ね らわれない人間，

攻撃を しかけられない人間はひとりもおら

ず， もしサタンが入口を見つけたならば，

必ずやその人を捕 らえようと試 みることで

しよう。

私が見たのは，そうした個 人の試される

時代が迫 りつつあることでした。ですから，

私 たちが陣容 を固めて自分 を守るために，

武装 する彼 らの勢力について ，あるいは彼

らの目的について知 るとよいと思 います。

あらかじめ警告 を受けたか らには備えをな

すべきです。皆さんに申しあげます。教会 .

が受けた福音の原則の一つ一 つは，そ もそ

もが，敵か らの攻撃 に対 して私たちが身を

よろうためのものなのです。 たとえば，知

恵の言葉 を守 る人は自身を清 く保 って身を

よろい，世の罪 に汚 されないことでしょう。

私たちの魂 の敵 が昔から用いて きて今 も

得意 とする一番の手段 は，霊 の命に対する

最悪の罪，すなわち放縦が行 き着 くところ

の不道徳 に向かって，少 しずつゆるやかに

人々を誘 い，そうして彼 らを捕 らえ てしま

うことです。 どの ような国も悪徳の時代を

越 えて生き延 びたことがあ りませんし，将

来 もないでしょう。今，誘惑者は罪に目を

つむれと人々に勧 め，高い地位 にある人た

ちでさえ，十戒の権威 や力や活力を放棄 し

て，性 の不法でみだらな交わ りをまったく

罪ではない としているように見受 けられま

す。 しかしそれは霊性 と対立す るゆゆしい
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おびや

罪， 人類 と国家の生命 を脅かす致命的な罪

であると申しあげます。ある人々は言 うで

しょう。「ああ，確 かに私 には罪も弱点 もあ

るだろうが， もう少 したって年 を取れば克

服 もで きよう。今はまず飲み食いなどして，

それは明 日に延 ばすのだ。死ぬ前 に悔い改

めればいいのだから」 と。

皆 さんに申しあげたいと思 います。死す

べ き肉体 を持 った現在 を除いて，肉と悪魔

とに打 ち勝 ち，征服することのできるとき

はあ りませ んし， また これか らもないで

しょう。一番良いのは若 い時期です。私た

ちは習慣の影響力を引き合いに出 し，罪人
ゆる

を悪い習慣の犠牲 になったとして赦すこど

がよくありますが，良い習慣 も悪 い習慣 と

同様 に，人の行為 を統御するうえで，大 き

な力を持 っていると申しあげたいのです。

人々が若い時期に，主に仕えること，良

い習慣 や徳高い心，正 しい行 ない，正直や

誠実 を培 うことができたなら， どんなにか

すばらしいことで しょう。 それができれば，

強 さと力の時期 に至ってその力の大部分 を，

青年時代の悪弊 を正すことや，あるいはあ

るべきではない ものの排除につぎ込む代わ

りに1「さらに壮麗 な自分 という城 を築 いて

いく」 ことに使えるのです。男でも女でも，

瞬時に悪の深みにははま りません。少 しず

つ，ゆっくりと，足 を踏み入れていくので

す。徳 の道 からそれて不道徳 に至 るまでの

道 が急速でないことは祝福です。

*バ ラー ド長老 は1873年 ， ユタ州ローガン

に生 まれ，1919年1月7日 使徒 に聖任され

た。1939年 に死去。
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りよう ほ う

両痘⑳いいとξ3邑
はなし

お話:ベ ティー･ル ー･メ ル

ト1;議媒麗認
へいげん キい

ユタツクといっしょに平原 に行 って,
ご せいかつ まな

むか しのエスキモーの生活を学んだ。
とう きんだい てき

でも,ト ミー のお父さんは近代的な
き いえ

エスキモーで,が ん じょうな木の家
す せつ じょうしゃ も

に住んでいた し,雪 上 車を持 ってい
ひと せい

た。ぜ んぜ んむか しの人のよ うな生
かつ

活なんか していない。それなの に,
ひと せいかつ

おじいちゃんはむかしの人の生活を
まな い

学 ぶ よ う に と言 った 。

トミー が10さ い の と き,お し'いち
いぬ たび い

やんは犬ぞりで旅 を しよ うと言 った 。
あ がた

ある明け方の ことだ った。 トミー
とう かあ て

はお父さんとお母さんに手をぷ
いぬ け がわ した

って,犬 ぞ りのクマの毛皮の下

なが

にも ぐりこんだ。ユタ ックは長 いむ
な いぬ ゆき

ちを鳴 らして犬をか りたて,雪 にお
はし

おわれたツ ン ドラへ と走 リだ した。
ひ ゆうがた

そ の 日の 夕方,ユ タ ッ ク と トミー
と いぬ にく

はそ りを止めて,犬 に トナカイ の肉
た

を 食べ させた 。それか らユ タックは
ゆき うえ ゆき

雪の上 をぽうでた たいて,雪 の ぐあ

いをた しか めた 。｢こ こが いいよ。｣
い

トミー はゆぴ さ して 言った 。

お じいち ゃん も うなず いた。｢う
ゆき

ん,雪 がた くさん つもって,か た く

な って いる。いいイグルー(エ スキ
いえ

モーの家)が で きるぞ･ズ
｢窪､
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なが うえ

長 ぐつの上か らぐるぐるまさつけた 。
け がわ うわ ぎ

それから毛皮の上着についたぽうし
ふか ぎん せ かい

を深 くかぶ って,ま ぶ しい銀世 界 に
だ

はい出 した 。こお ったクジラのあぶ
にく ノ な いぬ

ら肉 を投 げてや る と,犬 たち はぶ る
からだ ゆき

ぶるっと体をふるわせて雪をはらい
お ささ

落とし,ほ ネなが ら,先 をあ らそ っ
にく いぬ

て 肉にむ しゃぶ りついた。犬たちが
た いぬ

えさを食べおわる と,ト ミーは 犬た

ちをそ りにつないでお じいちゃんを

まった。'でも,ユ タ ック はなかなか
で

イグルーか ら出て こなか った 。｢おじ
いり ぐち

いち ゃ 一 ん 。｣ト ミー は 入 口に しゃ

が ん で よ ん だ 。

き
｢ト ミ ー

,来 て くれ 。｣お じいち ゃ
よわよわ こえ

んの 弱々 しい声が した。イ グルー の
なか はい

中に入ると,お じいちゃ んがか べに

よ りかか って,む ねを さす って いた 。
びょう き

｢おUい ち ゃ ん
,病 気 な の 。｣

ちか く い

ユ タックは近 くに来るよ うに言っ
レあ

た。｢わ しをここにおいて行 くんだ。
ひなうにん

それが病 人をあつか う,む か しのほ

うほうなんだ よ。｣

｢そ んな ことで さな いよ,ぼ くの

お じいち ゃん じゃないか。｣

｢い いんだ よ。｣お じいちゃ･んは ゆ
あたま い

っく りと頭 をふ りなが ら言 っ た 。
い

｢言 うとお りに しなさい ,わ しをお
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い いぬ の とう

いて行 くんだ。犬ぞ りに乗 ってお父
かあ かえ

さんやお母さんのところに帰 リなさ
せいかつ

い。 しか し,む か しの生活 をわすれ

ちゃいかんぞ。｣
い し

｢ぼ く ,行 かない よ,ま だ知 らな

い ことがい っぱ いあ るんだ もの。お
お し

じいちゃんの ほか には,だ れ も教 え

て くれな いんだ もの 。｣
そと だ

トミー は外 にとび 出す と,そ りか
おお

ら大 きなクジラのほねをとってきた。
の

｢ほ ら ,こ れ に 乗 って 。｣ト ミー は ユ
の

タックをクジラのほね に乗せ る と,
そと で

ひ っぱって外に出た。ユタ ックがゆ
の

っ く りと そ りに 乗 る と,ト ミー は ク

け がわ

マの毛皮 をか けてあげた。それか ら
も もの すこ いえ

持ち物 を少 しだ けそ りにつみ,家 の
ほう いぬ む

方 に犬ぞ りを向けた。
いぬ た も

犬は手つなを持っているのがユタ
し ひ

ックで はないと知 って,そ りを 引く
まえ

の を いや が った 。 トミー は,前 にお
おも

し'いち ゃんがや っていたよ うに,重
も あ い

いむち を持ち上 げて｢行 けっ1｣と
おと あさ

さけんだ 。むち の音がいてつ いた朝
くう き なか いぬ

の空気の 中にひびきわた リ,犬 はも
いち ど こえ こん ど

う一度 うな リ声をあ げると,今 度 は
ひ はじ た

そ りを引き始めた。 トミー は,手 つ
と

なを取 るのはは じめてだ ったが,も

うお じいちゃんか らた くさんの こと
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ノア とはこぶね
せい てん ものがたり

｢聖典か らの物語｣よ り

じ だい ひとびと わる

アの時代の人 々･は,み んな悪

ノ い短 た。芯はすさんでい
わる かんが

て,悪 いことを考 え,お そ ろ しい こ

とをたくさ ん して いま した。
ただ わか もの

でも,ノ ァは正 しい若者 で した。
しん

ノァ はおUい さ'んのメ トセラか ら神
けん う かみ さま ふくいん おし

権を受け,神 様から福音を教えるよ
かみ さま

うにめさ'れていま した。神様 はお っ
ひとびと

しゃ いま した。｢人 々が くいあ らた
ずい お

めな けれ ば,こ う水を 起 こそ う。｣
ひと い

人はまちがっていると言われたくな
し

いものです。 ノア は,そ の ことを知
かみ さま こと ば

って いま したが,神 様 の言葉 に した

がって,く いあ らためをさ けび ま し
ひとびと

た 。人 々 は,ノ ァ をあ ざ け りわ ら い,

ずい

くいあ らためようともせず,こ う水

でほろぼさ'れて しまう ことを しん し

ようとも しま廿 んで した 。
ひとびと

ノアは,人 々が ほろぼさ'れるのを

のぞん'ではいませ んで した。そのよ
ひとびと なか だい とも

うな人々の 中には,大 す きな友 だち
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しん おお

や親せ きも大ぜ いいたので,ノ ア は
かみ さま お し はな

いつも神様の教えについて話してい
さ

ま した。｢聞 い て くだ さい,わ た し
い こころ

の言 うことを心 にとめて くださ い。
かみ さま

神様 を しん ∪'て,つ みを くいあ らた
せん

め,先 ぞたちのよ うにイエス･キ リ
な

ス トのみ名 によ って,バ づテスマを
う

受 けて くださ い。｣
ねん

ノァ は100年 ものあ いだ,く いあ

らためなさ い,く いあ らた めな さい,
い ひとびと

と言 いつづ けま した 。 しか し,人 々

はノァを ばか にす るばか りで,し ん
ひとびと

Uよ うとは しませ んで した。人々 は,
まえ わる

前よ りもも っと悪 くな りま した。そ
ち じょう きょじん

の ころは地上 に巨人がいて,ノ アの
いのち かみ さま

命をつけねらっていましたが,神 様
まも

が守 って くださったので,ノ ァ はが
う

いを受 けませ んで した。
ただ ひと ち じょう にん

とうとう正 しい人 は,地 上 に8人

しか いなく.なって しまい ま した6ノ
むす こ

アとその息子たち(セ ム,ハ ム,ヤ
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ひとびと

人々にあざ けられて も,く しけ ませ
かみ さま こころ

んて した 。ノアは神様を心か ら しん
かんが かみ

∪ていて,考 え ることといえ ば,神
さま

様 のみ こころに したがう ことだ けで

した。

ついに,は こぶね ができあが りま
なが

した 。 長 さ171一 メ ー トル,は ば29メ･
たか かみ さま

一 トル ,高 さ'17メー トル です 。神様

はノアの ことを,お ようζび にな り
かみ さま

ました。神様 はソア に,そ の ころの

おきてで,さ よいものとさ'れて いる
とり どうぶつ

鳥 と動物 を:オスとメス7つ ずつ,き
どうぶつ

よくないもの.とされている動物を:オ
い

ス とメスふたつず つ,は こぶね に入

れるよ うにとお っしゃ いま した 。
かみ さま か あめ

神様 はノア に,7日 す る と雨がふ
はじ

リ始める とお っしゃ いま した 。ノア
どうぶつ どり むし

はおくれないように,動 物や鳥や虫
なか い

を はこぶねの中 に入れ ま した 。ノァ
かみさま い か

は神様の言 いつ けに したが って,家
ぞく どうぶっ じゅうぶん しょくもつ

族と動物たちのために十分な食物と
みず よう い

水を用意 しま した 。
かみ さま とお か ご

神様がお っ しゃ った通 リ,7日 後
あめ はじ

に雨がふ リ始め ま した 。ノアとその
か ぞ く なか はい かみ さま

家族がろ･ねの 中に入る と,神 様 がふ
と ずい き

ねの戸をお しめにな リ,こ う水 が来
あんぜん

ても安全な ようになさ いま した 。
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にち や あめ みず

40日40夜,雨 はふ りつ づき,水 が
ち

地 をおおい,は こぶね はうきあ が り
みず ふか たか

ま した。まもな く水 は深 くな リ,高
やま みず した にく

い山も水の下 に しずみ ま した 。肉が
ち じょう うご

あ リ,地 上 を動き まわ っていた もの
とり か ちく の

はみな,鳥 も,家 畜も,野 の けもの
ち にん げん し

も,地 を はうもの も,人 間も死 んで

しまいま した 。
あめ にち

やがて雨 はやみ ま した が,150日 の
みず

あいだ水 はひきませ んで した 。150
にち かみ さま ち うえ かぜ

日して神様が地の上に風をふかせ ら
みず はじ

れたので,水 がひき始 めま した。
ざん うえ

はこぶね は,ア ララテ 山の上 に と
か

どまりま した 。で も,ノ アとその家
ぞく はん とし なか

族はそれから半年もはこぶねの中に
にち

い ま した 。40日 が た っ た と き,ノ ァ

あ はな

ははこぶねの まどを開 け,ハ トを放
じ めん みず

ちました。まだ地面が水でおおわれ
つく ば しょ

て いた ら しく,ハ トはす を作 る場所
み

を見 つけることができず,は こぶね
か

にも どって きま した。また7日 して,
いち ど はな

ノアはもう一度ハ トを放 ち ま した。
こん ど は

す ると今度 は:オリーブの葉を くわえ
みず

て さま した 。 こう して,ノ ア は水が
し か

ひいたの を知 リま した。また7日 し
いち ど はな

て,も う一度 ハ トを放 ってみ ま した 。
こん ど かえ

しか し,今 度は帰 ってきませ んで し
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一
お 子 ざ ま

ク ヅ'キン グ
マジックドレッシングサラダ

レタス

キュウ リ

1こ

たまご

3ぽ ん

エバ ミル ク

3こ

す

1カ ップ

ケチ ャ ツプ

カ ッテー ジチー ズ…お おさ'U3ば い

きざんだ ピクル ス

おお さU1%ぱ い

おろ したた まね ぎ…… こさ し｢1ぽ い

1/3カ ッ プ

1/2カ ッ プ

1.レ タスとキュウ リをよくあらい,

しん を とリ,み ず けをきってラ

ップかぬの にくる んてれ いぞう

こでひや します。

2.た まごをゆでて,わ ぎりに しま

す。

3.の こりのざい りょうをまぜあわ

せて ドレッシングをつ くリ.,れ

いぞうこでひや します。

4.レ タス とキ ュウ リをたべやすい

おおきさ にき っておさ らにも り

つ け,ゆ でた まζをか ざ ります。

ト'レッシングをかけてめ しあが

れ。

か ん たん ス パ ゲテ ィ

スパゲティ300グ ラム

ぶたのひき にく300グ ラム

トマ トジュース3か ん

スパゲテ ィソース ミックス…1は こ

こなチー ズ す こ し

1.お なべでひきにくをいためます。

2.ト マ トジュースとソースミックス

を くわえ,ふ たを してよわびで

30ぷ んか んひにかけ ます。

3.ス パゲテ ィをゆで ます。

4.ス パゲテ ィのみず けをさ って う

っわ にも リソース とこなチ ーズ

をか けてで さ=あが ヴ。一
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よるねるときにはかおをあらって

はをみがきます。

それからかみもとかします。

あさ,は やくとびおきて

かおをあらってはをみがき

がっこうへとでかけます。

でもひとつだけこまったことは

どうしてあたまがクシャクシャに

なるの

ただねているだけなのに
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家庭で
読書意欲窟

養うには

□憲禦謙獲孫㌘鷺獄
その解決法をご紹介しましょう。それは,読 書

です。僕の家では,読 書が最高の楽しみのひと

つになっています。

4年 前,僕 の両親はついにテレビを買ってく

れました。そこで僕たちは,土 曜日には朝の6

時半に起きて,漫 画を見始め,家 族の祈 りを捧

げる10時 まで,テ レビの前に釘づけでした。そ

れから朝食を食べるのですが,テ レビを見る以

外,土 曜日にはこれといってすることがありま

せんでした。

そのうち,テ レビが原因でいろいろな問題が

起 こってきました。テレビの怪獣翻 に夢中に

なっている僕たちを見かねた母 は,あ る日,不

要品交換プログラムを呼びかけていた地方のラ

ジオ局に電話をかけ,テ レビを売ってしまった

のです。

僕たちは不平や泣き事を言いましたが,両 親

はがんとして僕たちの言うことをはねつけまし

た。僕たちは,テ レビに代わるものを探 さなけ

ればなりませんでした。

そこで蔵書がたくさんあることに気づいた僕

たちは,本 を読み始めることにしました。僕た

ちは山のようにあった本を何度も何度 も読み返

すほどに読書にふけるようになり,や がて,近

くの市立図書館にまで足を運ぶようになりまし

た。

驚いたことに,図 書館にはおもしろい本がた

くさんあり,し かも無料で読めるとあって,僕

たちは夢中になりました。退屈 している暇もあ

りませんでした。

やがて,本 を読むことが習慣になりました。

今では,少 しでも本を読まないと眠れないほど

になりました。

読書 は,い ろいろな効果 を生み出します。た

とえば,弟 や妹が幼稚園に通 い始めた頃のこと

ですが,読 み書きがほかの子供よりずっと進ん

でいるのでびっくりされたそうです。

テレビがある家庭では,テ レビの上に常に3,

4冊 本 を置いておくようにしてはどうでしょう

か。本は,.僕 たちの将来の鍵を握るものではな

いかと思います。(ノ ースダコタ州ワープ トン,

ピーター･ク ルッケンバーグ)

●読書休暇

國
庭で読書に対する関心を高めるための方

法をご紹介しましょう。

●ホーム･ラ イブラリーを作る。 また小さい

子供たちのために個別の蔵書 コーナーを設ける。

●折にふれ,子 供にプレゼントとして本を贈

る。

●楽 しんで読書できるようにする。休みを利

用して本を読んだり,旅 行の合間に読むのもお

も･しろい。

●読書は楽 しみながらするものであるという

模範を父親が示す。(ア リゾナ州.メサ,バ ーバ

ラ･ク リスチャンセン)

●聖典にある話を読あ

國
の家では,3人 の息子がベッドに入ると

すぐ,私 と夫が交替で;子 供用の物語を

少しずつ読んで聞かせています。マーク･ト ウェ

インの｢ト ム･ソ ーヤーの冒険｣は 中でも大の

お気に入 りのようでした。 日曜日には,聖 典や

54



S5

舗19銘一〇伽一ε09。悪糞甥｢戻⑦i難.

竈｣ミヲ赫刈'どrl士･'∠7工をi難竈日*0ε一

〇1-9虫雌1峯図謝刻是章庫901=』:審二≧_⊆2●
。6♀潔〉ユ∩Y2呈導

:(告曇呈呈象)審{諺電:

ゑ側判コ雛辮。真ユ(暴･万)日乙目6判臨

罎⑦･&～陣暮卜告冒II。い♀澤>rl妥ゴ5P畢雛篁1
`二?鼎i墜Σqユ魁(き惇星き畢叫劉⑦々日`章

身(さ藍嬰潭翼者(∂町･彩⊃1≦一ン4r[く一□●.

《ゑ睾､へ二Lつ糞i鑑畢墨当1>

(<ムームくぐ･一6

τぐ`屡一□/(》･卜閥4ロ〔)。ゑ↓(〃(馨曾身⊃1

9甲曾真〔鯉ユ型障(≧qgQ(∂丁呈1事`(きΨ茸

コ～⊇曾皐(墾馨箪⑦猫`ア1職曾雰ユ〉甲(∂是

婆`ユo鰹4∩。真翠(圏劉母摩葡判暴輩呈。ゑ

執憶.Gω∩⊃低4豊寧障卑4鵜壬⑦謝由･図`肩

年鵠裟⑦傷聖班⑦2。4/｢寮》〕驚母暴畢呈コ蝉

薦騨`⊃IYセ卑9⑦糀曾GY9`翠簿鐸推
。真ユ立早翠1刈く身一き〆06⑦率曾Gユ

リ9(費油⊃に妾`埠ゑ率白禦埠鱒(汐cセ十呈号

⊃1習盟ε`3に1蓮⑦挫。G皐認〉ユ》髪母沼年

受律9レY⊃1･圭〉岳孕宰皆毒立(Σρ穏面黎(き

【4Y:箪4率`隼宰早⊆～源勘ユ2～超阜瞬…医]噛畢隣}

`薯罫宰早､。9ア∩ユ92ア1(∂豊.巨コ(⊇甲曾吾皐盈

易口目孕率⊃1鰍去`∩…勢豪鞭⊃1習割暴概1勲

撤:蝿際綴膿認團
o弍麟斗z且92圭●

(/(/一菱∠:∠･V･<44`×〃

一享乙･副く4善･刈×一月婦6ム匙ミ)。.巨率

自9βユ∩=～G2.o⑦》∩巌⑦罷罪`ρ重蜂否21

蜀是困21ら日瞬(}寺ア催群鼻ツ推`蝿4∩峯∩

万軍僻老η老`ユ∩Y箪翠1･←停卑4畢士(∂暑

。4つ準律〉ユγ真

▽⊆一｣∠乙･!:ヨ=!1'ヨ=■

告目6…鞄｢セ861/醸(0ヨ珍冒匿

牽墨闘1坐醇圭=｢(〃聯是困`〉毒ユ〔1～字f群G3

⊃19f隷∩誰21暴粛珊し翠1曾4概。ゑユ

v4G醇⊃鯉∩巌ω士降象4激`Ψ2⊃〉母⊃1

聰畢区口切[轄ユ∩G彦。4∩準白毒⊃欄屍ユ

蹴翼聯潟鍵融罪團
､6璽顯暴圏ユi饗彦●

(匹=〔4･･/くヨ/(r〔二`4r一訟∠.4

ムト1･優τ)。真畢Gユ勲=｢母畜箪(へ∩9勲ゑ`∩

雲孕塘県⊃惇～⊇ゑ勲由障厚暴聖ξ罫4菖ミ辮`ユ

∩92。ゑ…程ρ量像ユ2享に1撃24(汐輩罫字i毒呈

曾Gユ鍬ぴ暴⊃蔚蔀盟`‡り轡ω騨ε謬準。ゑ

睾》袈犀署･く丑4rまコ圭丁(撃ユ=～ユ》6(ρ…蟹逸

`剰壬'邑7⑦寧二=～騨9。ゑ準撃G⊃1∩翔ユγ裂

母率⊃1∩α昏厘宵母9/1壬`皐橡4潟壬`亙

。
.巨率∩源コ9甲(Σ撃ユ鰹=～⊇

3聖孕i毒呈身寅劉アに1ユ準騨汐`コ～咳.巨;匹甲

⑦2。.巨率客聯孕年導⑦撮;～年勲磁暫(ρ去羊

馴告9日舞`2(Σ逸21栄騨ε(詠¢騨ε鰹韓士剰

ユ牽。.巨準qユ『ど聯(薬年唱⑦是畢彗`【鰐1(∂2茸

響轟繭錨『薫質國
駆蹴劃琶●

(zく一E護･/(群く4･壬×r[

〃･一士K･員`〃一6〃･ヨ斥手4ピー#4ト1･μ

=4伊乙r直)。ゑ翠くりユ6母⊃1薬=～?イ2Gつ?

勲乖(})一=～)一6二～⊃悔4推`翠1幽翻曾.巨暴聖ユ

G9髪獅o.巨準郎翠ユ∩⊃匹甲曾耳誹孕茎最

ユ{タ目鰹…渤を』`馨墓}母:暴蛭令葡壼継旦⑦4ウ[副鴇

士`ユ⑦ゑ翠白禦(}(ρ(}G隊レ(きγ最像⊃1購型

。ゑユ豊一ユ宰⑦宙概;f鋤`剰購宰(〃穿諏挫

。ゑ睾Gユ

穿皐酬甲～碁査(2(う鰹呈呈9叙リゴ'⑦勲回¥}士`料9

【σ等罐oゑ準∩･吉ユγ馨孕嬰窪胃∩⊃)冥母涌竈



チ ヤー ヂニ五一一ズ
…

著Fiρ 卜i弓 畠 芒著 り 野 芒七 睡

世界13の 地域を

管理する地域会長会

新たに組織される

因
管長会は,ア メリカとカナダの7つ の地

域 を含む世界13の 地域 を管理 する地域

会長会が組織される旨を発表 した。

この教会の地域管理形態の変更は,7月1日

から実地された。

会長 とふたりの副会長から成る地域会長会 は,

七十人第一定員会の会員によって構成され,彼

らはその召された地域内の教会を強め,正 しく

運営していくことにおいて,大 管長会 と十二使

徒定員会に報告をすることになっている。

ここ数年来,ソ ル トレーク在住で時折任地に

赴く形で七十人第一定員会の会員がいくつかの

地域の地域代表管理役貝として召されているが,

地域会長会はこの地域代表管理役貝に取bて 替

わるものである。

当分の間,ヨ ーロッパ･イ ギリス･ア フリカ

地域の会長会役員はドイツのフランクフル トに,

オーストラリア･ニ ュージーランド･太 平洋諸

島の役貝はオーストラリアのシドニーに,ア ル

ゼンチン･チ リ･ウ ルグアイ･パ ラグアイの役

員はアルゼンチンのブエノスアイレスに滞在す

ることになるが,そ のほかの役貝は今のところ

引き続きソルトレーク･シ ティーの教会本部で

その召しを果たす予定である。

大管長会によれば,こ の新しい管理方法は,

教会が全世界的な発展を遂げるにあたって教会

員一人一人の必要がより一層満たされるよう,

必要 に応じて評価,改 善されていくことになっ

繋

●ア ジァ地域 を管理す る地域 会長会(左 か ら第一 副会

長の ジャック･H･ゴ ーズ リン ド･ジ ュニア長老,会

長のウ ィ リアム･R･プ ラ ッ ドフォー ド長老,第 二 副

会 長の ロパー ト･B･ハ ーパー トソン長 老)

ている。

末 日聖徒 イエス･キ リスト教会には,世 界中

の人々にイエス･キ リス トの福音を宣べ伝える,

福音の儀式を受けられるよう備 えることにより

聖徒 たちを完き者 とする,身 代わりの儀式によ

り死者を腰 うという,神 から与えられた神聖で

常に変わることのない使命がある。ゴー ドン･､

B･ヒ ンクレー第二副管長が強調するのは,教

会の発展に伴い,教 会がその使命を果たすうえ

で運営の柔軟性を求められているということで

ある。

この地域会長会の召しは,教 会の通常の管理

形態に則 したものである。 この組織は,管 理に

活力を,決 断に知恵を,そ して教会発展という

チャレンジに対して柔軟な対応をもたらすもの

である。またヒンクレー副管長は,ζ の召しに

はほかの場合と同じように,一 定の任期のある

ことをつけ加 えている。

地域は以下の通 りである。

ヨ ーロッパ地域(ヨ ーロッパ,イ ギリス,

アフリカ)ジ ョセブ･B･ワ ー スリン長老,デ

レク･A･カ スバート長老,ラ ッセル･C･テ

イラー長老。

太平洋地域(オーストラリア,ニ ュージー

ランド,太 平洋諸島,ハ ワイ)ロ バー ト･L･
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すっぽり入ります。13,677の 島々から成 り,300

にもおよぶ種族が異なった文化的背景をもって

生活しています。しかし,｢ビ ネガ･ト ゥンガル･

イカ｣(多 様1生の中の統一)を 合い言葉に国家が

まとめられています。人口の87パ ーセントがイ

スラム教,2パ ーセントがヒンズー教,7パ ー

セントがキリスト教など,宗 教の国インドネシ

アと言っても過言ではありません。人々はたい

へん謙遜で信仰深く,町 のいたる所に回教寺院

があります。 日に5回 聖地メッカに向かって祈

りが捧げられ,そ の祈 りは町中にひびきわた り,

すみずみまで敬凄の念に染まります。

回教国インドネシアでの末 日聖徒イエス･キ

リスト教会の教会員は,全 国で約2,000人 。現在

全国に14の 支部がありますが,外 人宣教師,宗

教家の入国は禁止されているので,こ の地に伝

道本部を持つことはできません。したがって伝

道本部はシンガポールにあり,シ ンガポール,

イ ンドネシア,イ ンド,ス リランカ,マ レーシ

アの5つ の国を管理しています。

私たち家族の住むバンドンの町は,イ ンドネ

シアで初めて伝道が開始 された所です。バンド

ンの人口は150万 人,イ ンドネシア第3の 国際

鵬餐鰯IS鵬 螺
醗㈱ 醜醜 就翻 購 親露一
jLJ罐醸臓猟糊膿 鰍 疇麗醗

･3A辮 刈 難1}
､

藻琵

都市です。また,故 スカルノ大統領出身の名門

校,バ ンドン工科大学をはじめとする.多くの国

立,私 立大学のキャンパスのある文化学園都市

でもあります。しかしこの町の名前が世界に知

られたのは1955年 に開催されたアジア･ア フリ

カ会議(バ ンドン会議)で しょう。

私はインドネシアでただひとりの外人の支部

長 として,今 年の4月1日,バ ンドン支部の支

部長に任命されました。 しかし私のインドネシ

ア語はまだ日常会話程度で,レ ッスンはおろか,

お祈 りすらインドネシア語では無理でした。そ

んな状態で支部長 という責任が果たせるか不安

でしたが,必 ず神様は前 もってこの務めを果た

すための道を備えてくださり,助 けてくださる

ことを知っていましたので,こ の責任を受ける

ことにしました。

支部長に召されたその日に聖餐会でお話をし

なければならず,記i意 に菊るありったけの単語

を並べてお話をしました。こんな私を会貝の皆

さんが受け入れてくれるのかと思っていました

が,副 支部長のスマルノ兄弟とバンバンヒダリ

ヨノ兄弟が私の手 となり口となって助けてくだ
たんのう

さいました。また,書 記で英語の堪能な帰還宣

曝
難
欝

～

i…i…謹 ㌻ 唱

●(写真左)バ ンドン支部長会。中央が平野英雄支部長●(右)バ

ン ドン支部の会員たち。前列右側が平野姉妹,前列中央の両端が

平野家の子供たち
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重度の脳性マヒの娘だけで十分のはずなのに,

妻は病気 母は腰骨を折って歩くのがやっとと

いう状態でした。高齢だった祖母が寝たきりで

あったため,母 は自分の腰の痛さにかまわず,

毎 日毎 日祖母のしもの世話をし,ま た妻の看病

をしました。さらに悪いことに私は失業中の身

でした。

そんな中にあって,私 をいつも支えてくれた

のは,｢主 は,主 を愛する者を決 して見捨てるこ

とはない。たとえどんな事があっても｣と いう

強い確信と,｢汝 らもし神の命令を守 らば地に栄

ゆべし｣(モ ーサヤ2:22)と いう聖句でした。

6月 の初め,そ のような状態の中で長老定員

会会長の召しを受けました。何かの間違いでは

ないかと自分の耳を疑いました。 しかし,断 食

と祈 りによる答えは確かにそれが主からの召し

であり,家 族の祝福の始まりであることを,私

にしっかりと教えてくれたのです。

それから数 日して,明 日面接に来るようにと,

履歴書 を提出していたB銀 行から電話がありま

した。すぐ断食と祈 りに入り,翌 日の面接に備

えました。次の日,銀 行に行 くと,経 理部長の

補佐ということで面接を受けました。とても不

思議に思いました。なぜなら,B銀 行へは外国

部長の補佐の職責を希望 して履歴書を送ってい

たからです。 ともかく面接を終えて帰るとき,

｢あっ
,私 はこの銀行に入るな｣と 強い霊感を

受けました。家に着いてから,妻 に｢主 は私た

.ちのためにB銀 行を準備してくれた｣と 伝えま

した。しかし銀行からの返事 は何 も.ありません

でした。

その後の3カ 月間に,私 は3度,B銀 行 に面

接に行きました。経理部長,副 支店長,そ して

新旧交代のときだったので,ふ たりの支店長か

ら面接を受けました。そして驚いたことに,最

後の面接が終わった翌 日,銀 行から電話があり,

60

正式 にこう伝えられました。｢あなたは最後のふ

たりまで残ったのですが,結 局,残 念ですが採

用になりませんでした。｣そばでそれを聞いてい

た妻は,涙 を流し,非 常に残念がりました。｢主

は最後になって私たちを見捨てられた……｣と

いう思いが瞬時に頭をかすめました。しかし私

は前 もって断食と祈 りによりB銀 行に入るとい

う確信を得ていましたので,妻 に｢私 はB銀 行

に入れるから心配しないでもいいよ。神様は1

決 して私たちを見捨てるようなことはされない

から｣と 言って妻を慰めましたが,私 の言うこ

とを聞く気力もないほど失望していたのです。

｢は っきりと副支店長から断わられて
,ど うし

て入社できるの……｣と 。

そんなことがあって1週 間ほどして,ま たB

銀行から電話がありました。｢経理部長の補佐 と

いうことではだめでしたが,今,外 国部長の補

佐なら席が空いているので,す ぐ銀行 に来てほ

しいのですが。｣

奇跡が起こったのです。私はB銀 行 に職を得

たのです。これには妻もびっくりしてしまいま

した。

入社後 親しくなったある方から私の入社に

至る経過を聞く機会がありました。当初外国部

長の補佐を希望して履歴書を提出したはずなの

に経理部長の補佐 として面接を受け,最 終的に

当初の希望通 り外国部長の補佐として入社する

ようになったいきさつを尋ねてみました。彼は,

こう説明してくれました。｢最初銀行で外国部長

の補佐が必要になったとき,た くさんの履歴書

が送 られてきたが,結 局該当者なしということ

になり,そ のまま全部ファイルに整理 されてし

まった。次に銀行で経理部長の補佐が必要 とな

り,公 募したが,何 かしら先に該当者なしとし

てファイルした外国部長の補佐で集まった履歴

書をもう一度調べるようにと,理 由もわからな



T9

蚤母二～コ⑦辮。4∩季ηミ～【字幽母卓⑦i騰司β･ぎ

呈･｢/(ρ∩Q峯団剤勲02侭¢』叫(}潟⑦老`ユ(∂4

∩翠Gユ律皐弩凶豪=～コ曾Y=:1尋導孝G9◎4創

蚕母ム×壬。乙y立講Mfに1纏⊃ク翁。4∩ユ2

⊇q源り9》集(}ユ=～`罪1=～曾り9叩⊃1夏〔雪⊃1

県宰鰹告目4皐率`鰹螺∩準白禦剰鼻揖導q4

噌?Ω灘{封里雅亘壬1螢盟頁喜凶q率

告巨6≡甘サ861/翼工(0≡聖霧語

甲⊃1耳1割`蝉目4ラ毒z4創醤母ム×壬。乙y
。ゑユ聾一ユρ量`q量21つ･=～曾禦ユ町竈〉鳳

⑦推4η撃浸9く4…享鰹町⑦贈lqヒ2⊇。ゑユG

禦嶺二畜灘轟鐸線圏

王1菓(を＼り圏幸2隆翻翼一∩彊(9σ里8准菖

(鼻覇蛛d一ム暑･｢/励睾耳油8セ61泓彫90

･籍4卑)〔舳立昇助聰璽も〕｢。……9螺鐸(鋤『

弼宙(〃挫4q導ユG房皐牽蝉窪別律妾`颯杏⑦

(ン=～046胃⑦嘩⑦畢=～4<惣∫ソ∩呈ユG禦21

響…Ψ蝉窪。q障∩享1ユ鞘ユ∩認尉挫學∫埠窪

管ゑ藁。甲士⑦挫G茸⑦》5鮮侭字。甲･去鰹～窪｣

。胃η9茎最ア1…耳

｢こてσ#ユ⑦嬰健α零つユG身ユユ量母推

吾蔀罪矧障禦`ア…ξ`2擦=～蓼Gユ(汐率畢4母

禦9【字つ'鰹推。G身9螺(鐸1⊃1推。γ耳準白望.

【¢∩G2Ω到颯杏`ユ6調⊃犀2胃【今ユG國曇

一癬挫`(馨ユ。4∩準q盛∩G窪=～(Σレ〉ユq

乎⊃麟一=～挫(}oG`(}ユG駄¢=～⊃源γ｣～脅

4陣禦`婁コ～4∩つ昭=～9剣2群身禦`ア箕≡｣

。4騨琶92⊃1年ユ⊃彦。464諏9【ぴ(車翠に1留

。認⑦陣宰コ～4Gユ健i量

自舶2腫1罪=～翻`ユ中⑦耳手Y`翠1捷…をユ6甲

⊃π1ア(}【¢∩。(iをQユG茸⊃IGコ～oき字倒習ユ

担曾4q`∩哩∩。4GユG購26套`罪1鯉否
。4首ユc蟄〔

1導母瑠言認G6コ1黎砲`剰缶

。4レ(き勲(20自〉遅重*甲⑦尉警ユ埠哨

。4qユγ駆遅瑠召(∂

年:`掌に瑠…払〉ゑユ∩彦`⑦沓目‡:,c=～o
。胃qユGG癬溜習⑦

¢平Σ^`‡1に1丁⑦砲`⊃12ρρ4(∂去`ユ∩彦

。4GGユ

客県姻ユ▽螺潔マG=～o蓼皐ヒニ～Ω`21(き甲

⑦鐸笛禦ユ曾率`評輩来甲縁〃難⑦耳ヲYアに1翫

。4G詳壷管qユq乎孕屡興`ユ∩4?コ～…E

。螺宵孕壷劉缶`箪曾禦

蝿否

。真零

∩4q=～聖⑦挫勲魁孕幸呈蔀宰壬4(沙推`⊃1製曹

｢……(}.ユ6嘩5(!2:⊇身γ

2》=～4。(う3創=～⊃曾ユ署胃ユ∩遜畢身9.巨

誕畢王翠1…ξ｣。ゑ零qユρ賜鼻射母呈♪翻(〕圓(}c

(悸1挫`埠,巨準Gユc4(}由･99螺宰=～⑦嘩.

。胃∩ユ

γ駐翠坤9<律に1#科禦量コ艶卑源宰¥⊇!G皐

㍊〉ユ茎看一⊃凝;曾(今ユつ29コqユo認21話昂'

4翠`⊃1話翼`∩遜母年`2簿9咳【うユq幽母

舶驚⑦珊。ゑユ(ρ4∩G奉燦224【肉ユo皐烈

〉ユ∩雲母購瞬津アユく塞字年⑦賜語日¥⊃1舗

Q図⊃1騨腐。.巨ユ⑦40呈9⊃寧1羅｢。甲詳(き畔

鐸く丑4r丑μ昼;寧1り彦。40詳暴画勘⑦昼無捷

彦。4∩甲白狙勲認騨一9蝉中⑫～泌様留旱ま`ユ

》壁21畢仔融一窮一畢9健彦`レ皐謝⊃1率…8q

蚕肖を》ζ1μ7r口ごユ魏1津浸;噸准菓i焉瞳饗



ローカルページ

く言われるたび,く やしくて陰でいつも泣きな

がら,私 は祈ることしかできませんでした。で

も私は神様が本当に生きていらっしゃること,

この福音が真実であり,イ エスがキリス トであ

ることをよく知 っています。

自分が少しでも良くなった,変 わったと思わ

れるように努力しました。家族のために働き,

また手伝うことが喜びとなりました。そして去

年のインスティテユー トで｢福 音を分かち合う｣

の コースを受講 し,教 師のみたまにあふれた

レッスンによって私の心の中には伝道に対する

強い思いがわき上がり頭から離れなくなりまし

た。

レッスンの中でブルース･R･マ ッコンキー

長老の｢私 たちはひとり残らず,私 たち自身に

また先祖に福音をもたらしてくれた宣教師に恩

義を受けている。ほかのだれよりも宣教師に恩

i義を感 じている人も多い……私たちにはその恩

義に報いる責任がある。その最 も良い方法は,

私たちが宣教師 となり全世界へ出て行 くことで

ある……｣と いう言葉を読んだとき,私 に福音

を伝え,今 でも手紙をくださる宣教師の愛に報

いる方法を知 りました。それが伝道に出る決心

をするきっかけとなったのです。

また,つ らいとき,苦 しいときに私はよく祝

福文を読みました。たくさんの祝福 の最後 に

｢……以上の祝福はみな
,あ なたの忠実さと謙

遜,柔 和であることにかかっていることを申し

添え……｣と 書かれている所を読んで,は っき

りと気づきました。｢主 に対 し,私 は謙遜でな

かった｣と いうことに。

謙遜 とは,む ずかしい事柄に対して｢で きま.

せん｣と 言うのではなく｢で きる限りの努力を

してみます｣と 言うことだと感じました。私自

身,天 のお父様に真剣に願い求めていなかった

ことに気づいたとき,私 は本当に謙遜になれた

62

ような気がします。

その後,ち ょうど支部長から｢伝 道に出る予

定でしょうP｣と 言われ面接を受けたとき,教
や

義 と聖約88章124節 にある｢怠 惰なるを止めよ。

不潔なるを止めよ。互いに欠点を探すを止めよ。
ふし ど

度を過ぎて眠るを止めよ。早く臥床に入りて疲

れを休めよ。朝は早 く起 きて汝の肉体 と精神 と

を活気づけよ｣と のチャレンジと励ましを受け

ました。私は今まで以上に固く｢愛 と信仰 と希

望を持てば,何 でもできる。私は宣教師になれ

る｣と 信じました。心から従順になり,人 々に

奉仕 したいと思いました。

人格形成プログラムの計画を立て,そ れに

従って生活しました。冬の朝5時 半 に起 きて

ジョギングし,朝 食やお弁当を作ることも楽し

みになってきたある日,断 食と祈 りにより,父

に伝道のことを話す決心をしました。両親を説

得することは困難で,忍 耐に忍耐を重ねるしか

ない状態でしたが,そ の日父に長い手紙を書き

ました。なぜ教会に入ったのか,ど のようなこ

とを学んでいるのか,ま た神様について,両 親

に対する感謝の気持ち,そ してなぜ伝道に出た

いのか,を 詳しく書 き綴 りました。

父は一晩中何回も読み,考 えたそうです。そ

してついに許してくれました。そして逆 に,励

ま.してくれたのでした。奇跡です。口で言い表

わせないくらいうれしくて,涙 が止まらず,ひ

たすら天oお 父様に感謝しました。

神様は,私 たちが本当に戒めによく従い,信

仰を持 ってあきらめないで最後まで努力をする

とき,神 様を頼 り祈るとき,確 かに祝福を与え.

て くださることを心から証 します。

伝道に出る決心をして準備をしていくうえで,

今 まで以上に両親の愛や優 しさを強く感じまし

た。父 と母,1そ して家族が本当に私を愛してく

れていること,私 も心から両親を愛しているこ
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同時に,｢今 だ｣と感 じました。そこで起き上がっ

て,昼 間言うべきだと感 じたことについて話 し

ました。私の心は熱くなり,ふ と妹の顔 を見る

と目から涙があふれていました。

そして｢イ エス･キ リストを信じています。

バプテスマを受けたい｣と 言うのです。私は妹

の純粋な信仰と奇跡を見ました。まさに教義と

聖約50章22節 の｢教 ゆる者も受 くる者 も互いに
よろこ

柑悟り,両 者共に徳に導かれて共に悦ぶなり｣

とある聖句のようにお互いに[吾り合って喜ぶ気

持ちでした。そしてこのとき,妹 の模範を通し

て自分に欠けていたものを見いだしたのです。

それから,気 づくと私の熱は下がっていまし

た。ちょうど熱が出てから1週 間目でした。

妹と私は20年 以上 も一緒に暮 らしています

が,こ のときほど妹 に対する愛を感じたことは

ありませんでした。妹のためなら,な んでもし

たいと思いました。

妹がバこプテスマを受けるにあたって,大 きな

問題がありました。両親の強い反対を受けたの

です。

一見
,バ プテスマを受けることが無理のよう.

に思えましたが,妹 と私は,祈 ったときにいつ

も平安と確信を得ることができました。｢なんで

も祈 り求めることは,す でにかなえられたと信

じなさい。そうすれば,そ のとおりになるであ

ろう｣(マ ルコ11:24)と あるように,信 じて祈

るものはその通 りになると信 じていました。

そしてある日,父 に話をしました。そのとき

のことを妹は,｢自分で言おうと思っていたのと

は違うことを言ってしまった｣と 言っています。

私もこのとき,確 かに聖霊の助けがあったと感

じています。妹は｢私 はお姉ちゃんが好きです｣

とひとこと言っただけで,父 は許可してくれた

のです。

世界がバラ色に見えるくらいうれしいことで

64

や職業鳶信仰シり一ズ@

した。そして私は,必 ず伝道に出ることができ

るとも確信したのでした。

両親の伝道に対 しての反対は前にも増 して強

いものでした。しかしある晩心に｢今 だ｣と い

う気持 ちを感 じたとき,父 母 に話すと,父 はひ

とこと,｢行 ってこい｣と言い,｢健 康上のことで

問題が起きたらお父さんが面倒を見る｣と 約束

してくれたのです。あまりのうれしさに,父 の

言葉をすぐには信じられず,自 分の耳を疑いま

した。

次第に両親に対する感謝の気持ちがあふれて

きました。今まで育ててくれたこと,そ して,
よ

愛してくれたことに感謝 しています。私は善い

父母から生まれたこ とをうれしく思っています。

私の大切な父,母,妹 たちを,心 から愛してい

ます。ですから永遠の家族となり,天 のお父さ

まのみもとに帰 りたいと望んでいます。このす

ばらしい福音を宣べ伝え,神 さまのみ業を手伝

う機会が与えられていることを心から感謝 して

います。(い そむら･み つこ1962年 生 まれ,横

浜ステーキ部川崎ワー ド部出身)

ξ∋田糧齪留乙〔』竃
一｢神のみわざが彼の上に

現れるためである｣一

札幌伝道部稚内支部

永島 美恵

[i]濃 離趨 ξ怒桑享諜
イエスに尋ねて言った,『先生,こ の人が生れっ

き盲人なのは,だ れが罪を犯 したためですか。

本人ですか,そ れともその両親ですか。』イエス

は答えられた,『本人が罪を犯したのでもなく,
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皆さんも,手 話を覚えてみませんかP｢覚 え

る時間がない｣｢手話を覚えてもそれを使 う機会

がない｣と いった心配は無用です。手話を学ぶ

ときに,神 様が祝福を用意されて,手 話を使う

機会やさらにはそれによって伝道する機会をも

与えてくださると思います。そこに神様の助け

と導きがあることを心から証したいと思います。

現在,仕 事として手話とかかわっていけるこ

とに感謝しています。まだまだ未熟ですが,福

音を実践 していく場として,こ の仕事を大切 に

続けていきたいと思います。また,｢本 人が罪を

犯したのでもなく,ま た,そ の両親が犯したの

でもない。ただ神のみわざが,彼 の上に現れる

ためである｣と い.う意味を,そ して全ての人が

完全な体で復活することを,手 話通訳の仕事 を

通して,伝 えていきたいと望んでいます。(なが

しま･みえ196(〉 年生まれ,セ ミナリー教師)

4.

國
一ムメイトが授業を受けるために部屋を

出たのを見計 らい,カ ーテンを引いた寮

の自室で,私 は初めてひざまずいて神様に祈る

という体験をしました。1975年 春1年 間の予

定で来ていたBYU(ブ リガム･ヤ ング大学)

でのことです。教会員でなかった私が最初に主

に尋ねたのは,こ の教会が真実なものかどうか

という疑問ではなく,な んと知り合ったひとり

の教会員の日本人女性に結婚を申し込むべきか

否かということでした。私には,答 えが何らか

の形で必ず与えられるという思いがありました。
やまがた

そして,当 時在学 していた山縣正史兄弟の一言

を,.祈 りの答えと確信して,彼 女 にプロポーズ

する決心をしたのです。

翌年,日 本に戻って彼女と結婚すると間もな

く,私 は宣教師からレッスンを受け始めました

が,数 々の疑問があり確かな証を得 られず,ま

た教会貝としての生活は自由を束縛されるよう

神様は人を遣わされる}
…

東京東ステーキ部鎌ケ谷支部1

中村 信行 ミ
ミ

に思えて,バ プテスマを受ける決心ができませ

んでした。すべてを知 り,す べてを納得できな

ければ受ける資格はないと思ったのです。そし

て,つ いに何組目かの宣教師のときに,そ れ以

上 レッスンを続けることを拒みました。.

妻について当時の東京第5ワ ー ド部に時たま
ド

集いながらも,私 に樹 莱のこと,イ エス様のこ

とを少 しずつ学ばせたのは妻 との語らいでした。

妻が自分の祈 りの経験を通 して証を得たように,

私 も神様 との出会いを求めて何度か祈りました。

しかし,心 の中に燃えるような思いはなく,ひ

そかに期待した天使の訪れもありませんでした。

妻は私が教会に入ることを望みながらも,も し

彼女のためにと考えてなら入 らないでほしいと

言います。私はその言葉にもつけ込んで,真 剣

に考えることをやめ,教 会にも出席しない日々

が続きました。

1982年,住 みなれた下町,両 国を離れて鎌ケ

66
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ローカルページ

この熊本北支部の教会堂の.敷地にまつわること

です。

私は昭和23年 に熊本市から25キ ロ離れた田

舎に住んでおりましたが,教 会に入りたくてあ

る教会を訪問しました。玄関から何度 も声をか

けましたが,つ いにだれも出て来られませんで

したので私はあきらめて帰り,ず っとそのまま

になっていました。

その後私は仕事の関係で熊本市に移 り住むよ

うになり,20年 の歳月が流れました。昭和43年

2月10日 午後7時15分 頃,ふ たりの若いアメリ

カ人の訪問を受けました。その人たちは末日聖

徒イエス･キ リスト教会の宣教師でした。

当時私は一 日に100本 の タバコを吸うヘビー

スモーカーでした。ニコチン中毒のためタバコ

をやめなければ仕事に支障をきたすおそれがあ

るほどで,廃 人の一歩手前だったのです。 自分

自身,タ バコをやめなければならない,と 真剣

に思いつめていた頃でした。そのようなときに

天父は私を救ってくださるためにふたりの宣教

師を遣わしてくださったのです。彼 らの訪問が

なかったなら,私 は生けるしかばねとなってい

ただろうことは明白です。

その後私は,バ プテスマの意義づけをしっか

りする必要があると思い,バ プテスマと誕生日

を一致させ,新 たに生まれ変わろうと心から思

いました。そして7月28日 の誕生日に,郷 里の

川でバプテスマを受け,こ の教会の会員になる

ことができました。

熊本に伝道が開始 されたのが昭和41年11月

10日,北 部極東伝道部の時代です。その後 この

北支部の教会堂が完成するまで,市 内の家賃の

安い広い空家を捜し,6カ 所も転々と移 り変わ

りました。

昭和46年 福岡ステーキ部時代に,早 く教会堂

の敷地を見つけるようにチャレンジを受け,支

6.8

画新教会堂の紹介

部長をはじめ神権指導者は懸命に敷地捜しをし

ましたが,い ずれも教会本部の検分の結果はだ

めでした。いろいろな事1青から早急に見つける

必要 があり,タ イムリミットが近づいて気が気

ではありませんでした。

私はもうあきらめようかと思いました。しか

し主から｢お 前は真剣に敷地を捜 したのか｣と

お尋ねを受けたときに,｢は い,主 よ,私 は一生

懸命に努力し捜しました｣と 言えるだろうかと

自問するときに,答 えは否でした。よし,き ょ

う一 日,最 後だと思 って頑張ってみようと決心

して,近 くの不動産業者の所へ行きました。希

望条件をお話したところ,ひ とつの物件が紹介

され,さ っそく現地に行ってみましたが,奇 し

くもそこは私が昭和23年 に訪れた教会の跡地

だったのです。

所有者の方は,自 分の土地が世の中のために

なるのであれば,と ご自分が買った値段 で,し

かも実面積は帳簿面積 よりも広いにもかかわら

ず帳簿面積で取 り引きをしてくださいました。

神様 は私を長い年月にわたって愛 と忍耐 を

持 って見守っておられたのです。36年 前最初に

訪れた教会に入っていたら,私 はこの末日聖徒

イエス･キ リスト教会め会員になることはでき

なかったし,こ の教会堂の敷地もあるいは見つ

からなかったかもしれません。

ここには,私 の見ることのできない神様の力

が働いています。確かに神様は生きてましまし,

私 たち一人一人を愛 し,導 いていてくださるこ

とを実感として証 します。.これからも余生を教

会のため,主 のみ業の発展のために捧げたいと

思っています。この教会は,地 上における唯一

真の神様の教会であることを心から証 します。

(いちのみや･き よし1922年 生 まれ,熊 本地

方部第一副地方部長)
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